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地震に備えて　ブロック塀撤去等補助
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まちづくりに関するアンケート調査結果
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ジュニアクロスカントリー大会

　3月30日（土）、入田桜堤公園内を特設コースと
する「第１回ジュニアクロスカントリー大会」が
開催されました。
　この大会は、入田地区住民で組織する実行委員
会の主催で、児童の健全育成と地域と参加者との
交流による地域活性化を目的としています。 
　当日は、約90人の小学生が出場し、1・２年生は
1.2km、３～６年生は1.6kmのコースを友人や保
護者らの声援を受けながら元気に快走しました。
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四万十川こども演劇祭2013四万十川こども演劇祭2013四万十川こども演劇祭2013
　２年に1回の「四万十川こども演劇祭」がはじまります。保育園、学校に観に来て頂き、この機会にぜひ子ども
さん、お孫さんと一緒の時間を楽しみませんか？家族の会話も弾みます！

☆観劇料　3歳以上700円　☆当日受付でお支払いください。
　　　　　2歳以下無料　  ☆どなたでも観覧できます。

【問い合わせ先】　四万十川こども演劇祭実行委員会（市立中央公民館内）☎（34）7311

　ようかいのみえる「のんのんばあ」
がやってきて子どものころ遊んだよ
うかい「あそびわらし」を探していま
す。鏡を通ってようかいの世界に入っ
たのんのんばあはあそびわらしに会
えるのでしょうか？
　最近の子どもたち、もっと見えない
ものをいっぱい見て感じて遊びなが
らゆっくり大人になってほしい。そう
すれば大人になって辛いことを乗り超える力がつくのではないでしょうか。

なんかよーかい （劇団風の子）　上演60分

　 歌を歌うことが好きなのに「へ
たくそー」「うるさーい」と言われて
しまうカントさん。不思議な女の
子、ドルチェと一緒に歌うことで音
楽って必死に頑張るものじゃな
くって、楽しむものなんだと気づき
ます。
　声楽家とダンサーがお届けする
ほんわかニコニコの楽しい音楽劇。

（劇団そらのゆめ）　上演50分

　主人公のウーフは、いろいろなも
のに疑問を感じ、自分で考えます。
ウーフは、親や仲間の力をかりなが
らも、子どもにしか持ち得ないおお
らかな発想で「自分の答え」を見出
します。ちょっと変わった答えで
も、その答えは光り輝いています。
　今では子どもでもネットで答えを探し出すことが出来ます。でも、本当に
大切なのは、答えを知ることだけではなく、想像したり感じたり考えたり、
答えにたどりつく道筋にあるのではないでしょうか。

ウーフ （劇団風の子）　上演70分

　あさのあつこの人気シリーズ『い
えでででんしゃ』１作目を初舞台
化！！
　「ママなんか大キライ！」ムジツ
ノツミで叱られたさくら子は、家を
飛び出して駅へ向かった。駅に入っ
てきたのは「いえでででんしゃ」
だった。家出した子はただで乗れる
と聞いて、さくら子は飛び乗った。
　家出した子だけを乗せて電車は走る。果たしてどこに？
　トンネルを抜け空を飛び、不思議な旅が始まった。

いえでででんしゃ（劇団コーロ）　上演60分

日　程

6月4日（火）

6月5日（水）

6月6日（木）

6月7日（金）

6月8日（土）

会　場

愛育園

もみじ保育所

蕨岡保育所

西土佐ふれあい

ホール

中村幼稚園

開演時間

10：00～

10：00～

10：00～

10：00～

10：40～

日　程

6月10日（月）

6月11日（火）

6月12日（水）

6月13日（木）

6月14日（金）

会　場

あおぎ保育所

下田保育所

古津賀保育所

具同保育所

東中筋保育所

開演時間

10：00～

10：00～

10：00～

10：00～

10：00～

日　程

5月28日（火）

5月29日（水）

5月30日（木）

会　場

東山小学校

東中筋中学校

具同小学校

開演時間

10：50～

10：00～

10：35～

14：00～

日　程

5月29日（水）

5月30日（木）

5月31日（金）

会　場

西土佐ふれあい

ホール

文化センター

文化センター

開演時間

11：00～

14：00～

14：00～

＊6/7は、ふれあいホールの自主事業です。

＊5/29は、ふれあいホールの自主事業です。
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　東日本大震災を受け、防災・減災に対する取組みが各地で高まる中、本市の防災対策を更に推進する必要があ
ることや、市の組織機能の充実や市民サービスの向上を図るため、４月１日から組織の一部を変更しました。

市役所の組織の一部が変更になりました
４月１日から

課の新設

福祉事務所社会福祉係内「心の健康相談窓口」の設置

人権啓発課 人権推進係
人権啓発課 人権・男女共同参画係男女共同参画推進係

総務課 総務課
地震防災課

【問い合わせ先】（市）総務課行政管理係  ☎（34）1804

係の統合

窓口の新設

旧 新

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
、ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
、避
難
す
る
た
め
の
道
路
を
ふ
さ
い

で
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
地
震
被
害
に
備
え
る
た
め
、倒
壊

の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

撤
去
後
、倒
壊
の
お
そ
れ
が
な
い
フ
ェ
ン
ス
等

を
整
備
す
る
費
用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

下
表
の
各
項
目
を
参
考
に
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

な
お
、下
表
の
項
目
に
１
つ
で
も
該
当
す
る

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、そ
の
地
域
で
避
難
に

　

利
用
す
る
道
路
に
面
し
て
い
る
も
の
が
補

　

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額
　

１
戸
あ
た
り
上
限
20
万
円
　

募
集
開
始
　

５
月
15
日（
水
）

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　
　
　

　
　
　
　
　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

募
集
件
数
　

30
件
（
募
集
件
数
に
達
し
た
場

　
　
　
　
　

合
、募
集
を
終
了
し
ま
す
）

【
問
い
合
せ
先
】

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

　

広
報
４
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
四
万
十
市
で
は
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に

耐
震
診
断
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
か

ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
償
と
し

ま
し
た
。

　

市
役
所
で
申
込
み
手
続
き
を
行
っ
て

い
た
だ
く
と
、約
１̃

２
ヵ
月
内
に
ご
自

宅
に
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
壁
や
屋

根
を
壊
す
こ
と
な
く
耐
震
強
度
の
診
断

を
行
い
ま
す
。
木
造
住
宅
で
あ
れ
ば
個

人
負
担
無
し
、
非
木
造
住
宅
の
場
合
で

も
診
断
に
か
か
っ
た
費
用
に
対
し
て

３
万
３
千
円
補
助
い
た
し
ま
す
。

　

診
断
し
た
結
果
お
住
ま
い
が
強
度
不

足
で
あ
っ
た
場
合
は
、耐
震
設
計（
補
助

率
２
／
３
、
補
助
上
限
額
20
万
円
）
、
耐

震
改
修
工
事（
補
助
率
10
／
10
、補
助
上

限
額
90
万
円
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご

と
に
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
が
該
当
と
な
る
方
は
、
大
切
な

家
族
や
財
産
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）地
震
防
災
課

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

全体的に傾いている。または1mm以上のひび割れがある
人の力で簡単にぐらつく
塀が土留め壁を兼ねている。または玉石積み擁壁等の上にある

補強コンクリートブロック塀
2.2ｍを超えている
10㎝未満（高さ2ｍ以下の場合）
15㎝未満（高さ2ｍを超える場合）

組積造（鉄筋のないブロック塀）

根入れ深さが20cm未満

点検項目
（補助要件）

高さ

壁の厚さ

鉄筋

控え壁

基礎

傾き、ひび割れ
ぐらつき
その他

・壁頂、基礎には横に、壁の端部及び隅角部には
縦に、それぞれ直径9mm以上の鉄筋が入って
いない
・壁内に直径9mm以上の鉄筋が縦横80㎝以内
で入っていない

3.4m以内の間隔で、鉄筋が入った控壁が塀の
高さの1/5以上突出していない

4m以内ごとに壁面からその部分における壁の
厚さの1.5倍以上突出していない、または壁の
厚さが必要寸法の1.5倍未満

1.2mを超えている
各部分の厚さがその部分から壁頂までの垂直
距離の1/10未満

丈が35cm以上で根入れ深さが30cm以上の鉄
筋コンクリート造の基礎が無い

ー

住
宅
も
健
康
診
断
を
！

　

〜
木
造
住
宅
耐
震
診
断
が

　
　

  

無
償
に
な
り
ま
し
た
〜

地
震
に
備
え
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を

　
　

ー
撤
去
・
設
置
補
助
の
紹
介
ー
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平
成
24
年
12
月
実
施

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
市
民
意
識
調
査
）の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

こ
の
結
果
は
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
中
長
期
計
画
の
策
定
等
や
今
後
の
市

政
運
営
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０
人
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。お
忙

し
い
中
ご
回
答
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
は
、「
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援
」、「
保
健
・
医
療
・
健

康
づ
く
り
の
充
実
」が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、本
市
の
め
ざ
す
べ
き
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
で
は
、「
自
然
の
豊
か
さ
」が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、四
万
十
川
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
環
境
と
の
共
生
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

・
調
査
の
概
要

　

市
民
意
識
調
査
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
市

政
に
対
す
る
考
え
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
課
題
を
検
討

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
12
月
に
18
歳
以
上
の

市
民
か
ら
地
区
別
・
年
齢
別
等
を
考
慮
し
、無

作
為
抽
出
し
た
２
０
０
０
人
（
調
査
票
は
郵

送
に
よ
り
配
布
・
回
収
を
行
い
回
収
率
53
・

７
％
）を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
内
訳
は
、
男
性
40
・
７
％
、
女
性

54
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
事
項
は
、

「
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
」、「
あ
な

た
の
定
住
の
意
向
や
日
常
生
活
に
お
け
る
実

感
な
ど
に
つ
い
て
」、「
市
の
主
な
施
策
の「
重

要
度
」や
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」、「
地

震
お
よ
び
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
、「
あ
な
た

と
市
政
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
」
の
６

点
に
つ
い
て
た
ず
ね
ま
し
た
。

◆
回
答
者
の
状
況

・
回
答
者
は
女
性
、高
齢
者
が
多
い

　

回
答
者
は
、
性
別
で
は
「
女
」
の
人
が
多
く

（
図
１
）
、
年
齢
で
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な

り
、
そ
の
た
め
職
業
は
「
無
職
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
会
社
員
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
で
は
「
中
村
地
区
」
が
多
く
、
家
族
構

成
は
「
親
と
子

（
２
世
代
家
族
）
」

が
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
勤
務
（
就
学
）

地
は
「
四
万
十
市

内
」
が
大
多
数
で

あ
り
、
居
住
年
数

も
「
20
年
以
上
」

が
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

40.7 

54.7 

4.7 

0 25 50 75 100 

男

女

不明・
無回答

単位：％図１

図２

図３図４

◆
あ
な
た
の
定
住
の
意
向
や
日
常
生

　

活
に
お
け
る
実
感
な
ど
つ
い
て

・
住
み
や
す
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
、

　

定
住
意
向
も
高
い

・
「
暮
ら
し
の
安
全
」
、「
暮
ら
し
の
安
心
」
、

　

「
暮
ら
し
の
利
便
」、「
教
育
・
文
化
」分
野

　

の
満
足
度
が
低
い

　

全
体
的
に
住
み
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
高
く

（
図
２
）、こ
れ
か
ら
も
現
在
の
地
区
に
住
み
続

け
た
い
傾
向
が
み
ら
れ
、そ
の
理
由
と
し
て
は
、

「
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
故
郷
を
大
切
に
思

う
か
ら
」な
ど（
図
３
）、郷
土
愛
を
要
因
と
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。ま
た
、市
民
に
と
っ
て
の

住
み
よ
さ
と
は
、「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
自
然
豊
か
な
地
域
性
や「
働
く
場
所
が

あ
る
」こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
分
野
ご
と
の
満
足
度

で
は
、「
暮
ら
し
の
安
全
」
、「
暮
ら
し
の
安
心
」
、

「
暮
ら
し
の
利
便
」、「
教
育
・
文
化
」で
は
、全
体

的
に
満
足
度
が
低
い
傾
向
の
分
野
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
暮
ら
し
の
快
適
」の
分
野
に

お
い
て
は
、「
緑
、
水
や
自
然
の
豊
か
さ
」
で
満

足
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
生
活
の
不
安
と
し
て
は
、高
齢
に
伴

う
将
来
の
健
康
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
４
）
。
ま
た
、
地
区
（
集

落
）の
将
来
に
つ
い
て
、「
衰
退
し
て
い
る
」と
回

答
し
た
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

25.5 

39.9 

20.5 

5.6 

3.4 

5.1 

0 25 50 75 100 

住みやすい

どちらかといえ
ば住みやすい

どちらともいえ
ない

どちらかといえ
ば住みにくい

住みにくい

不明・無回答

単位：％

40.9 

9.0 

2.1 

19.6 

13.8 

2.0 

2.2 

7.8 

2.5 

0 25 50 75 100 
生まれ育ったところで
故郷を大切に思うから

自分の勤め先があるか
ら
子どもの保育・教育の
都合から

住んでいる環境が良い
から

親や家族の都合から

結婚や転勤のため

環境が良いので移住し
たから

その他

不明・無回答

単位：％

58.4 

25.7 

37.5 

20.6 

14.0 

14.2 

3.3 

2.6 

4.2 

0 25 50 75 100 
健康や介護が必要になった

場合のこと

仕事や雇用のこと

老後の年金、住宅ローンやこ
どもの教育費など家計のこと

親の健康や介護のこと

これからの生きがいのこと

漠然とした不安があること

その他

特に不安はない

不明・無回答

単位：％◆
市
の
主
な
施
策
の
「
重
要
度
」
や
将

　

来
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

・
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援
」に

　

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

　

て
い
る

・
四
万
十
市
が
め
ざ
し
て
い
く
べ
き
将
来

　

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
「
自
然
の

　

豊
か
さ
」

　

今
後
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る
た
め
、

四
万
十
市
が
重
点
的
に
行
う
べ
き
と
思
わ
れ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
・
障
が
い

平
成
25
年
5
月
号

4



者
・
子
育
て
支
援
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
保

健
・
医
療
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
」、「
企
業
誘
致
・

雇
用
促
進
」
、「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
」

の
順
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
５
）。ま
た
、居

住
地
区
に
よ
っ
て
は
、「
中
山
間
地
域
の
振
興
」

な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
が
め
ざ
し
て
い
く
べ
き
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
「
言

葉
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
」
に
つ
い
て
は
、「
自
然
の
豊

か
さ
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
活
力
・
に
ぎ
わ

い
」
、「
清
流
・
美
し
さ
」
、「
安
心
・
安
全
」
の
順
で

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、居
住
地
区
に
よ
っ

て
は
、「
心
の
豊
か
さ
」な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
地
震
お
よ
び
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
８
割
以
上
の
市
民
が
地
震
災
害
の
発
生

　

に
つ
い
て
、不
安
を
感
じ
て
い
る

・
災
害
時
に
頼
り
に
な
る
情
報
は「
ラ
ジ
オ
」

　

が
多
い

　

地
震
災
害
の
発
生
に
つ
い
て
の
不
安
を
感
じ

る
こ
と
は
、「
非
常
に
あ
る
」
と
「
多
少
あ
る
」
を

合
わ
せ
る
と
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
図

６
）
。
ま
た
、
大
地
震
発
生
の
避
難
後
に
最
も
不

安
に
感
じ
る
こ
と
は
、「
避
難
後
の
生
活
」の
ほ
か

「
食
糧
・
飲
料
水
の
確
保
」や「
医
療
体
制
の
確
保
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
７
）
。
ま
た
、
居
住
地
区

に
よ
っ
て
は
、「
交
通
手
段
の
寸
断
」が
最
も
不

安
で
あ
る
と
い
う
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

「
ラ
ジ
オ
」が
７
割
を
占
め
、「
市
の
防
災
無
線
」

に
つ
い
て
は
居
住
地
区
に
よ
っ
て
違
い
が
み

ら
れ
、依
存
度
が
異
な
り
ま
す
。

◆
あ
な
た
と
市
政
と
の
関
わ
り
な
ど

　

に
つ
い
て

・
６
割
の
人
が
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て

　

い
る

・
市
の
良
い
と
こ
ろ
は「
自
然
の
豊
か
さ
」、

　

市
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
「
道
路
や
公

　

共
施
設
の
整
備
」が
多
い

　

市
政
に
つ
い
て
は
、「
ま
あ
ま
あ
関
心
を
持
っ

て
い
る
」が
最
も
多
く
、こ
れ
と「
非
常
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
」を
合
わ
せ
る
と
６
割
近
く
を

占
め
て
い
る
状
況
で
す（
図
８
）。

　

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」や「
わ
か
ら
な
い
」が
多
く

な
っ
て
お
り
、ま
ち
づ
く
り
計
画
等
の
検
討
の

進
め
方
や
そ
の
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

「
住
民
の
代
表
者
が
参
加
し
検
討
す
る
方
法
が

良
い
」あ
る
い
は「
住
民
が
幅
広
く
参
加
で
き
る

よ
う
な
形
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、自
ら
も
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」が
多
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
９
）。

　

四
万
十
市
の
良
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、自

然
が
豊
か
で
、四
万
十
川
の
清
流
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
、四
万
十
市
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
、活
気
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、雇
用
や
就
労
の
確
保
を
あ

げ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、住
ん
で
い
る
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
、静
か
な

生
活
環
境
、住
ん
で
い
る
地
区
の
足
り
な
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
、道
路
整
備
や
量
販
店
の
開

設
等
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、若
者
向
け
の
ま

ち
づ
く
り
、子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
な
ど
子
育

て
し
や
す
い
環
境
を
あ
げ
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
自
由
意
見
欄
に
も
多
く
の
意
見
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た

　

各
設
問
に
対
す
る
回
答
の
ほ
か
、自
由
意
見

欄
に
も
、「
生
活
利
便
性
の
向
上
」、「
雇
用
の
場

の
確
保
」、「
産
業
の
振
興
」を
は
じ
め
、多
種
多

様
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
こ
の
調
査
結
果
は
概
要
で
す

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
市
民
意
識
調
査
）報
告
書（
冊
子
）に
つ
い
て
は
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査（
市
民
意
識
調
査
）報
告
書
及
び
概
要
版
に

つ
い
て
は
四
万
十
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

　
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

31.9 

12.6 

54.1 

49.3 

16.9 

4.7 

26.6 

7.4 

5.9 

1.6 

4.9 

42.7 

2.5 

14.0 

48.8 

18.3 

17.1 

23.3 

25.7 

7.6 

14.6 

7.2 

9.6 

1.7 

3.6 

0 25 50 75 100 

自然環境保全

ごみの減量化・分別・リ
サイクル

高齢者・障がい者・子育
て支援

保健・医療・健康づくり
の充実

生活困窮者支援

市民活動・地域コミュ
ニティの促進

学校教育の充実、青少
年の健全育成

文化・芸術振興、文化財
の保全

スポーツ・余暇活動の
促進

国際交流の促進

生涯学習の充実

安全・安心な暮らしの
確保

人権教育の充実

商工業の振興

企業誘致・雇用促進

農林水産業の振興

観光振興

生活基盤の整備（道路・
上下水道・情報基盤等）

交通機関の整備（公共
交通機関等）

まちなみ・景観整備

中山間地域の振興

移住の促進

行財政改革の推進

その他

不明・無回答

単位：％図５

図６図７

図８図９

37.9 

46.0 

8.7 

0.7 

6.7 

0 25 50 75 100 

非常にある

多少ある

あまりない

まったくない

不明・無回答

単位：％

60.5 

44.6 

46.7 

25.3 

39.5 

14.4 

9.5 

10.4 

0.8 

7.2 

0 25 50 75 100 

避難後の生活

医療体制の確保

食糧・飲料水の確保

宿泊・避難場所の確保

ライフラインの寸断

交通手段の寸断

通信手段の寸断

衣料・日用品の不足

その他

不明・無回答

単位：％

14.2 

43.2 

23.8 

13.2 

5.5 

0 25 50 75 100 

非常に関心を持って
いる

まあまあ関心を持って
いる

あまり関心がない

どちらとも言えない

不明・無回答

単位：％

6.2 

33.1 

39.7 

9.6 

1.4 

3.1 

6.9 

0 25 50 75 100 

住民が広く参加できるような
形で検討すべきであり、　自ら

も主体的に参加したい

住民が幅広く参加できるよう
な形で検討すべきであり、　自
らも機会があれば参加したい

住民の代表者が参加し検討す
る方法が良い

行政主体で検討し、適宜、広報
などで伝えれば良い

行政主体で検討すれば良い

その他

不明・無回答

単位：％
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口
屋
内
　

　
　

食
と
花
で
腹
い
っ
ぱ
い
！

　

３
月
30
日
（
土
）
、
西
土
佐
地
域
の
旧
口
屋

内
小
学
校
で「
食
と
花
の
集
い
」を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
口
屋
内
地
区
活
性
化

協
議
会
が
主
催
し
た
初
め
て
の
取
り
組
み
で

す
。食
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、限
定
販
売
の
鹿
肉

串
焼
き
や
餅
つ
き
な
ど
の
他
に
、
中
組
の
ふ

わ
ふ
わ
と
う
ふ
の
協
力
出
店
が
あ
り
、
１
０

０
人
を
越
え
る
来
場
者
は
春
の
味
覚
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
の
水
き
り
大
会

で
は
、定
員
以
上
の
参
加
者
が
押
し
掛
け
、川

面
を
跳
ね
る
石
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
知
大
学
生
16
人
も
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
協
力
し
て
く
れ
、
平
成
24
年
度
に
３
回

実
施
し
た
連
携
事
業
が
、
地
域
と
学
生
を
つ

な
ぐ
ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
地
域
集
落
再
生
事
業
等
に
よ
り
、

口
屋
内
地
区

を
活
性
化
し

て
い
く
た
め

の
取
り
組
み

を
一
歩
ず
つ

進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご

注
目
く
だ
さ

い
。

お
か
ら
が
ス
イ
ー
ツ
に
変
身
！？

　

３
月
18
日
（
月
）
、
西
土
佐
用
井
の
保
健
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
、「
中
組
の
活
動
報
告
＆
開

発
商
品
試
食
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
地
域
集
落
再
生
事
業
で
中
組

集
落
と
中
組
絆
の
会
が
３
年
間
取
り
組
ん
で

き
た
内
容
に
つ
い
て
、中
組
絆
の
会（
市
川
史

郎
代
表
）が
報
告
し
ま
し
た
。大
学
連
携
事
業

の
中
で
、地
域
資
源
で
あ
る「
ふ
わ
ふ
わ
と
う

ふ
」
の
価
値
を
発
掘
し
、
商
品
化
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
外
販
活
動
を
大
学
生
と

一
緒
に
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
中
組
の
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
、

も
め
ん
と
う
ふ
、
お
か
ら
か
り
ん
と
う
の
ほ

か
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
発
案
に
よ
り

開
発
し
た
お
か
ら
パ
ン
や
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー

を
あ
わ
せ
た
５
品
を
振
舞
い
、
約
30
人
の
来

場
者
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
川
代
表
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
と
う
ふ
文

化
を
活
用
し

て
、
地
域
を

活
性
化
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
い
う
力
強

い
言
葉
で
試

食
会
を
終
え

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」

で
全
国
に
紹
介
さ
れ
た「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」を
追
加
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　

２
名
程
度

■
応
募
資
格

●
住
民
票
が
応
募
時
に
都
市
地
域
等（
条

件
不
利
地
域
を
含
ま
な
い
市
町
村
）に

あ
り
、
任
命
後
、
本
市
の
中
山
間
地
域

に
住
民
票
を
異
動
さ
せ
、そ
こ
で
生
活

で
き
る
人

●
協
力
隊
終
了
後
も
本
市
の
中
山
間
地

域
に
定
住
す
る
意
思
の
あ
る
人

●
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、20
歳
〜
45

歳
ま
で
の
人

●
土
、
日
お
よ
び
祝
日
の
勤
務
、
夜
間
の

会
合
参
加
な
ど
、不
規
則
な
勤
務
に
対

応
で
き
る
人
な
ど

■
活
動
内
容
　

●
地
域
活
性
化
に
励
む
、集
落
お
よ
び
団

体
等
へ
の
協
力
活
動

●
市
が
取
り
組
む
、地
域
づ
く
り
支
援
職

員
や
集
落
再
生
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

●
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー（
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
）設
置
へ
の
協
力

●
そ
の
他
、中
山
間
地
域
の
地
域
振
興
に

資
す
る
活
動

■
雇
用
期
間

　

平
成
25
年
８
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日（
そ
れ
以
降
は
年
度
ご
と
の
再
任

と
し
、最
長
３
年
間)

■
報 

酬 

等

　

月
額
1
5
6
0
0
0
円

※
通
勤
手
当
は
別
支
給

（
最
高
8
1
6
0
円
）

※
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間

　

１
日
７
時
間
15
分
の
週
４
日
間
勤
務

■
応
募
手
続

●
受
付
期
間

　

５
月
10
日（
金
）必
着

※
郵
送
で
受
付
し
ま
す
。提
出
し
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん

●
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
、
写
真
添

付
）
簡
単
な
応
募
動
機
（
別
紙
可
で
氏

名
記
入
）

②
作
文
‥
題
名「
私
が
中
山
間
地
域
で
活

動
・
協
力
し
た
い
こ
と
」

　

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
書
式
自
由
、
1
千
文

字
程
度
、
パ
ソ
コ
ン
可
、
住
所
氏
名
を

記
入
）

■
採
用
ま
で（
予
定
）

●
１
次
審
査
‥
書
類
選
考（
５
月
中
旬
）

●
２
次
審
査
‥
面
接（
６
月
上
旬
）

●
最
終
結
果
‥
６
月
上
旬

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

※
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

（
市
）企
画
広
報
課
　

企
画
調
整
係

0（
3
4
）1
1
2
9

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
追
加
募
集

地
域
集
落
再
生
事
業ラストはライヴで大盛り上がり！

新商品のおからクッキー

都
市
圏
等
に
お
住
ま
い
の
、Ｉ
タ
ー
ン
、Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

平
成
25
年
5
月
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
2
0
1
3

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

四
万
十
看
護
学
院
が

　
　
　
　

開
校
し
ま
し
た

３
月
16
日
〜
4
月
15
日

３
月
17
日
　

四
万
十
市
口
腔
ケ
ア
事
業
講
演
会

　
　
　
　
　

写
団
「
四
万
十
」
市
民
功
労
賞
受
賞
記
念
祝

　
　
　
　
　

賀
会

　
　

19
日
　

３
月
市
議
会
定
例
会
閉
会

　
　

20
日
　

田
野
川
小
学
校
休
校
記
念
式
典

　
　

22
日
　

人
事
異
動
記
者
発
表

　
　

23
日
　

市
長
杯
並
び
に
教
育
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会

　
　

24
日
　

三
里
地
区
水
道
施
設
落
成
式

　
　
　
　
　

本
村
小
学
校
休
校
記
念
式
典

　
　

26
日
　

幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　

幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合
議
会

　
　
　
　
　

保
育
の
公
的
保
障
を
求
め
る
大
運
動
実
行

　
　
　
　
　

委
員
会
要
望
回
答

　
　

27
日
　

八
束
地
区
避
難
訓
練
・
避
難
タ
ワ
ー
落
成
式

　
　
　
　
　

退
職
消
防
団
員
市
長
表
彰
式

　
　

29
日
　

田
野
川
乙
地
区
要
望
回
答

　
　
　
　
　

三
里
地
区
要
望
回
答

　
　

31
日
　

鵜
ノ
江
・
勝
間
・
久
保
川
簡
易
水
道
落
成
式

４
月
１
日
　

辞
令
交
付
式

　
　

２
日
　

交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

　
　

３
日
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
四
万

　
　
　
　
　

十
市
予
選
大
会

　
　

５
日
　

し
ま
ん
と
・
あ
し
ず
り
号
出
発
式

　
　

６
日
　

四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　

２
０
１
３
開
会
式

　
　
　
　
　

四
万
十
看
護
学
院
開
校
式
・
入
学
式

　
　

７
日
　

四
万
十
川
一
斉
清
掃
　

　
　

８
日
　

日
本
女
子
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　

幡
多
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
２
回
実

　
　
　
　
　

行
委
員
会

　
　

10
日
　

消
防
団
長
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　

第
15
回
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
支
部
女
性
部

　
　
　
　
　

総
会

　
　
　
　
　

四
万
十
の
日
　

船
上
結
婚
式
　

挨
拶
・
感
謝

　
　
　
　
　

状
贈
呈

　
　

11
日
　

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
の
寄
付
目
録
受

　
　
　
　
　

領
式
及
び
感
謝
状
贈
呈
式

　
　

12
日
　

陸
上
自
衛
隊
第
五
十
普
通
科
連
隊
第
二
中

　
　
　
　
　

隊
長
着
任
挨
拶

市
長
日
誌

　

こ
の
度
、
四
万
十
看
護
学
院
（
学
校
法
人
　

育

英
館
）が
誕
生
し
、４
月
６
日（
土
）、開
校
式
並
び

に
第
１
期
生
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
は
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
全
国

的
に「
医
師
・
看
護
師
」不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、市
立
市
民
病
院
を
は
じ
め
地
方
の
医
療
機

関
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
と
し
ま
し
て
も
、市
民
の
命
を
守
る

た
め
、市
の
最
重
点
課
題
と
し
て
医
師
等
の
人
材

確
保
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
最
中
、四

万
十
看
護
学
院
の
開
校
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。

　

こ
の
度
、
第
１
期
生
と
し
て
、
北
は
京
都
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
、
44
人
（
女：

38
人
、
男：

6
人
）
が

入
学
。四
万
十
市
の
豊
か
な
自
然
や
人
情
味
あ
ふ

れ
る
市
民
気
質
の
環
境
の
中
で
学
び
育
ち
、
将
来

の
地
域
医
療
を
担
う
人
材
と
し
て
、活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
３
日(

水)

、
四
万
十
ス
タ
ジ
ア

ム
で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
四
万
十
市
予
選
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち
よ

く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。
６
位
ま
で
の
人
は
、
10
月
27
日
か

ら
始
ま
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ

こ
い
高
知
２

０
１
３
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
交
流
大

会
」
へ
の
出

場
が
決
定
し

ま
し
た
。

出
場
者
の
コ
メ
ン
ト

●
植
木
美
和
子
さ
ん（
優
勝
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
２

年
ぐ
ら
い
で
、週
２
回
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
優
勝
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

●
岡
山
哲
雄
さ
ん（
準
優
勝
）

　

競
技
歴
は
10
年
以
上
で
、高
知
国
体
で

準
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。普
段
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

名
　

前

植
木
美
和
子

岡
山
　

哲
雄

森
　

岩
松

畠
中
　

正
治

佐
田
　

幸
一

松
本
　

栄

順
位

１２３４５６
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[

平
成
25
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策]

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、そ
の
差
額
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
経
営
の
安
定

と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

交
付
金
は
作
付
面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ

ま
す
。

[

対
象
者
及
び
主
な
対
象
作
物]

●
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食
用

米
を
生
産
販
売
す
る
農
業
者
。

●
水
田
で
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
・
地
域

の
振
興
作
物
等
を
生
産
販
売
す
る
農

業
者
。

経
営
所
得
安
定
対
策（
旧
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
）
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

日　　　時

５月13日（月）

1回目受付　PM2：00～

2回目受付　PM6：00～

５月14日（火）

1回目受付　PM2：00～

2回目受付　PM6：00～

５月15日（水）

1回目受付　PM2：00～

2回目受付　PM6：00～

５月16日（木）

1回目受付　PM2：00～

2回目受付　PM6：00～

５月17日（金）

1回目受付　PM2：00～

2回目受付　PM6：00～

５月19日（日）

1回目受付　PM2：00～

受付場所

四万十市竹島4294-1

　四万十農園

　あぐりっこ会議室

四万十市蕨岡甲314

　JA高知はた

　中村東部出張所

　2階文化センター

四万十市国見581

　JA高知はた

　中村西部事業所

　2階会議室

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

四万十市岩田3

　JA高知はた

　中村北部出張所

　2階会議室

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

対象地区

竹島・鍋島・下田

八束地区

富山・蕨岡地区

中筋・東中筋地区

東山・古津賀・具同

中村地区

後川・大川筋地区

全地域

【受付日程】

【問い合わせ先】（市）農業課　農業振興係　0（34）1117　JA高知はた中村支所　販売課　0（34）3200
　

市
で
は『
地
球
温
暖
化
防
止
』や『
生
物
多

様
性
保
全
』と
い
っ
た
環
境
保
全
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
人
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
営
農
活
動
が
、
実
は
『
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
』
に
結
び
付
い
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
人
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
援
の
対
象
と
な
る
人

　

市
内
に
ほ
場
の
あ
る
人
で
、
販
売
を
目
的

と
し
た
生
産
を
行
う
農
業
者
や
共
同
販
売

経
理
を
行
う
集
落
営
農
、農
業
者
グ
ル
ー
プ

●
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

　

（
１
）5
割
低
減
の
取
組
＋
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
＋
次
の
①
〜
③
い
ず

れ
か
の
取
組

　

５
割
低
減
の
取
組
…

　
　

県
が
農
産
物
の
基
本
的
な
栽
培
に
用

　
　

い
ら
れ
る
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量
・

　
　

化
学
合
成
農
薬
の
成
分
数
（
慣
行
基

　
　

準
）
を
定
め
て
い
ま
す
。
５
割
低
減
と

　
　

は
慣
行
基
準
の
半
分
以
下
に
す
る
取

　
　

組
で
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
…

　
　

平
成

11
年
7
月
に
制
定
さ
れ
た「
持
続

　
　

性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の

　
　

促
進
に
関
す
る
法
律（
持
続
農
業
法
）」

　
　

に
基
づ
い
て
、
県
に
「
持
続
性
の
高
い

　
　

農
業
生
産
方
式
の
導
入
に
関
す
る
計 　

　

画
」
を
提
出
し
て
認
定
を
受
け
た
農
業
者
の

　
　

こ
と
で
す
。

　
　

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
等
）の
作
付

（
５
割
低
減
の
取
組
を
行
う
作
物
の
前
後

で
緑
肥
等
の
作
付
緑
肥
等
と
は
、レ
ン
ゲ

や
菜
の
花
等
を
い
い
ま
す
）

　
　

②
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥
を
施
用
す
る

　
　
　

取
組

　
　
　

（
５
割
低
減
の
取
組
を
行
う
作
物
の
前
後

で
Ｃ
/
Ｎ
比
が

10以
上
で
あ
っ
て
腐
熟

し
た
堆
肥
を
施
用
す
る
）

　
　

③ 

土
着
天
敵
の
温
存
利
用
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
２
）有
機
農
業
の
取
組（
化
学
肥
料
、農
薬
を
使

用
し
な
い
取
組
）

　
　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
、
エ

　
　

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
同
様
の
持
続
的
な
農
業
生

　
　

産
方
式
で
あ
る
「
１
土
づ
く
り
に
関
す
る
技

　
　

術
」「
２
化
学
肥
料
低
減
技
術
」「
３
化
学
農
薬

　
　

低
減
技
術
」の
３
つ
の
技
術
を
一
体
的
に
行
っ

　
　

て
い
れ
ば
該
当
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
補
助
金
額

　

取
組
面
積
　

10
ａ
当
た
り
　

最
大
8
0
0
0
円

　

以
内
　

（
国：

1
/
2　　

県
・
市：

1
/
4
）

●
申
請
期
間

　

6
月
28
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）農
業
課
　

農
業
振
興
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

平
成
25
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み
ん
な
の
力
で

「
中
村
・
宿
毛
線
」
を

守
り
ま
し
ょ
う
! !

　

「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
」は
、年
々
利
用

客
が
減
少
し
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
と
周
辺
７
市
町
村
が
鉄
道
経
営
助
成
基
金
の

第
４
次
造
成
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
が
、中
村
・
宿
毛

線
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

【
自
治
体
か
ら
の
支
援
】

　

高
知
県
と
周
辺
自
治
体（
四
万
十
町
、黒
潮
町
、四
万
十

市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、大
月
町
、三
原
村
）で
は
、『
中

村
・
宿
毛
線
』を
存
続
さ
せ
る
た
め
、開
業
以
来
３
度
に
わ

た
っ
て
鉄
道
経
営
助
成
基
金
を
積
み
立
て
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
積
立
額
は
平
成
24
年
度
末
で
15
億
６
２
０
０
万

円(

自
治
体
負
担
分)

と
な
り
ま
し
た
が
、一
方
で
基
金
よ

り
の
経
営
助
成
を
毎
年
度
行
っ
て
お
り
、基
金
残
額
は
同

じ
く
平
成
24
年
度
末
で
約
３
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、高
知
県
と
周
辺
自
治
体
で
、平
成
25
年
度

か
ら
の
５
年
間
で
総
額
10
億
円（
内
、四
万
十
市
の
負
担

額
は
１
億
８
８
３
７
万
円
）の
基
金
積
立
を
行
う
こ
と
が

協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、自
治
体
の
財
政
負
担
に
も
限
界
が
あ
り
、こ

れ
以
上
の
負
担
は
難
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
鉄
道
は
い
ら
な
い
？
】

　

高
知
自
動
車
道
の
延
伸
な
ど
に
よ
り『
中
村
・
宿
毛

線
』を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
大
切
な
交
通
手
段
と
し
て
、通
勤
、通
学
や
観
光

客
輸
送
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、平
成
23
年

度
も
年
間
延
70
万
人
以
上
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
は
自
家
用
車
で
移
動
し
て
い
る
人
も
、年
齢

を
重
ね
て
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、自
分
の
子
や
孫

が
通
学
の
た
め
に
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

無
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。み
ん
な
の
力
で

中
村
・
宿
毛
線
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
守
る
た
め
に
】

　

今
ま
で
よ
り
も
少
し
だ
け
多
く
、「
中
村
・
宿
毛
線
」を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

周
辺
自
治
体
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
、今
よ
り
も
、も
う

１
回
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、年
間
で
８
５
０
０
万

円
程
度
の
増
収
が
見
込
ま
れ
、存
続
の
た
め
に
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

　

駐
車
場
を
整
備
し
て
い
る
駅
も
あ
り
ま
す
の
で
、駅
ま

で
自
家
用
車
で
行
っ
て
、そ
こ
か
ら
鉄
道
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
遠
く
へ
の
お
出
か
け
や
隣
の
市
町
村
の
イ

ベ
ン
ト
、高
知
市
へ
の
お
買
い
物
や
関
西
方
面
へ
の
旅
行

な
ど
に
、１
回
で
も
多
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
よ
り
も
、も
う
１
回
多
く
乗
っ
て
、

マ
イ
レ
ー
ル『
中
村
・
宿
毛
線
』を
守
り
、育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係
　

0（
３
４
）１
１
２
９

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
の
主
催
に
よ
り
、左
記

の
と
お
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

６
月
２
日（
日
）

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

安
並
水
車
の
里

（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
ロ
ケ
地
、『
紫
陽
花
の

宴
』会
場
）

マ
ル
バ
ン
醤
油
工
場
　
　

（
地
元
の
新
鮮
な
魚
の
に
ぎ
り
寿
司
を
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
）

2
0
0
0
円（
昼
食
・
保
険
料
込
み
）

５
月
24
日（
金
）

※
列
車
を
利
用
し
て
中
村
駅
に
来
た
参
加
者
に
は

1
0
0
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
!!

ぜ
ひ
、列
車
を
利
用
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
　

　

0 

（
3
5
）4
9
6
1

日

程

集

合

場

所

主
な
散
策
場
所

参

加

費

申

込

締

切

安
並
水
車 

あ
じ
さ
い
祭
り

＆
醤
油
工
場
見
学
ウ
ォ
ー
ク平

成
25
年
5
月
号
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平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
宅
地
の
う
ち
住
宅

用
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
用
地
特
例
な
ど
そ
の
他
の
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
住
宅
用
地
】
住
宅
を
維
持
し
、
ま
た
は
そ
の
効
用
を
果

た
す
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
、
そ
の
住
宅
床

面
積
の
10
倍
ま
で
が
限
度
で
す
。た
だ
し
、店
舗
や
事
務

所
等
と
併
用
し
て
い
る
な
ど
、
居
住
用
部
分
の
割
合
が

少
な
い
場
合
は
、
土
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
住
宅
用

地
に
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
負
担
調
整
措
置
】平
成
６
年
度
に
全
国
的
な
宅
地
評
価

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
宅
地
の

評
価
水
準
を
全
国
一
律
に
地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を

目
途
と
す
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
評
価
額
が
地
価
公
示
価
格
よ
り
か
な
り
低
い
土
地
が

あ
り
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額
の
急
激
な
上
昇

や
地
価
上
昇
時
に
生
じ
る
税
負
担
の
急
増
を
緩
和
し
、

徐
々
に
本
来
の
税
負
担（
課
税
標
準
額
）に
近
づ
け
る
た

め
の
調
整
措
置
で
す
。

【
住
宅
用
地
特
例
】住
宅
1
戸
当
り
2
0
0
㎡
ま
で
の
部

分
（
小
規
模
住
宅
用
地
）
は
評
価
額
（
当
該
面
積
分
）
の

1
/
６
の
額
、小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
部
分（
一
般
住

宅
用
地
）
は
評
価
額
（
当
該
面
積
分
）
の
1
/
3
の
額
を

そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
課
税
標
準
額
と
す
る
特
例
の
こ
と
で

す
。

【
負
担
水
準
】
住
宅
用
地
の
場
合
、
課
税
標
準
額
が
本
来

の
課
税
標
準
額
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
る

の
か
を
示
す
も
の
で
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ

ま
す
。

負
担
水
準 

　

＝ 

前
年
度
課
税
標
準
額 

÷ 

　
　

 

新
年
度
の
本
来
の
課
税
標
準
額
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

本
　
　

庁) 

税
務
課 

資
産
税
係
　

0(

3
5)

4
4
2
8

　

(

総
合
支
所) 

税
務
係
　

0(

5
2)

1
1
1
1

　
　
　

平
成
24
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す
！！

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平成18年度～
平成23年度
負担水準80％
以上100％以下
の場合、前年度
課税標準額を
据え置く
課税標準額 ＝ 
前年度課税標準額 ＋ 新年度の本来の課税標準額の５％
ただし、計算額
が本来の課税
標準額の80％
を上回る場合
は、80％の額

平成24・
25年度

負担水準90％
以上100％以下
の場合、前年度
課税標準額を
据え置く

ただし、計算額
が本来の課税
標準額の90％
を上回る場合
は、90％の額

平成26年度～

なし
（据置特例廃止）

ただし、計算額
が本来の課税
標準額を上回
る場合は、本来
の課税標準額

課
税
標
準
額

の
据
置
特
例

負
担
調
整
措
置

（
据
置
特
例
の

負
担
水
準
未
満
）

●住宅用地にかかる課税標準額の負担調整措置の改正

負担水準100％超　⇒　本来の課税標準額

《
注
意
》

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、そ
の
年
度
の
軽
自

動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
末
頃
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
右
側（
領
収
書
部
分
）の
納
税
証
明
書
は
、車
検
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
等
の
方
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て

◆
申
請
期
間…

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５
月
24
日
ま
で

　

※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）し
て
い
る
軽
自
動
車
等

　

が
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、精
神
障
害
者
ま
た
は
18

　

歳
未
満
の
身
体
障
害
者
等
の
場
合
は
、生
計
を
一
に
す
る
者
が
所

　

有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

　

●
身
体
障
害
者
手
帳
等
●
納
税
通
知
書
●
車
検
証

　

●
運
転
免
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人
） 

●
印
鑑

◆
そ
の
他

　

●
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使
用
条
件
な
ど
に
よ
っ
て

　

は
、減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

●
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課
市
民
税
係
　

0（
3
4
）1
1
1
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
係
　
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
1
1

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日
で
す

　

納
付
は
銀
行
、郵
便
局
、農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
に
対
す
る
減
免
手
続
き
期
限
も
5
月
31
日
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）幡
多
県
税
事
務
所
　

☎（
３
５
）５
９
７
２

平
成
25
年
5
月
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毎
年
５
月
を「
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
」と
定
め
、市
税

の
収
納
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、ご
確
認
い
た
だ
き
、納

期
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、早
め
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
に
は
、市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税

な
ど
が
あ
り
、教
育
や
福
祉
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の

た
め
に
、国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
が
、滞
納
が
続
く
と
納
期
ま
で
に
納
め
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
納
税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
法
律

に
基
づ
く
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、税
の
徴
収
専
門
機
関
で
あ
る「
幡
多
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
租
税
債
権
管
理
機
構
」に
徴
収
を
移
管
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

収
入
が
減
っ
て
市
税
を
納
め
に
く
い
人
は
分
割
納
付
や

一
定
期
間
の
納
付
猶
予
も
で
き
ま
す
。納
税
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

本
庁)

税
務
課 

収
納
係
　

0(

３
５)

５
５
５
２

　

(

総
合
支
所)

税
務
係
　
　

 

0(

５
２)

１
１
１
１

※
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
５
月
中
旬
に
発
送
し

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
） 

税
務
課 

資
産
税
係
　

☎（
3
5
）4
4
2
8

　

（
総
合
支
所
） 

税
務
係
　
　

 

☎（
5
2
）1
1
1
1

５
月
31
日
ま
で

７
月
31
日
ま
で

９
月
30
日
ま
で

12
月
25
日
ま
で

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納　期

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

省エネ改修 バリアフリー改修 耐震改修

○平成20年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成20年4月1日から平成28年3月
31日までに現行の省エネ基準に新
たに適合する工事が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円を超えるものであること

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと

○既に省エネ改修による減額の適用
を受けていないこと

（対象となる改修工事）
外気などと接するものの工事に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

※①の工事は必ず行うこと

改修工事完了後３カ月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書（建築
士、指定確認検査機関または登録
住宅性能評価機関が証明したも
の）

②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告してください

３分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
（バリアフリー改修に伴う減額措置
との同時適用は可能）

○平成19年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成19年4月1日から平成28年3月
31日までに工事が完了した住宅

○補助金や介護保険からの給付等な
どを除く自己負担額が50万円を超
える改修工事

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと
（居住者要件）
①65歳以上の人（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）

②要介護認定または要支援認定を受
けた人

③障害者手帳を持っている人

（対象となる改修工事）
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り替え
⑧床の滑り止め化

改修工事完了後３カ月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金交
付決定書の写しを持参のうえ、申
告してください

３分の１を減額
※一戸あたり100平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る　
（省エネ改修に伴う減額措置との　
同時適用は可能）

○昭和57年1月1日以前から所在して
いる住宅

（併用住宅は、居住部分の割合が２分
の１以上のもの）

○平成18年1月1日から平成27年12
月31日までの間に現行の耐震基準
に適合する工事が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円を超えるものであること

○平成25年4月1日より前に改修契約
をし、同日以後に工事が完了した
住宅のうち、改修費用が30万円～
50万円以下のもの

改修工事完了後３カ月以内に、
①耐震基準に適合した工事であるこ
との証明書（地方公共団体、建築
士、登録住宅性能評価機関、指定確
認検査機関、住宅瑕疵担保責任保
険法人が証明したもの）

②耐震改修に要した費用の額がわか
る書類等

③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告してください

※（減額される期間）が②に該当する
場合は耐震改修に係わる契約をし
た日を証する書類が必要です

２分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分から、そ
　の他欄に示す期間

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

（減額される期間）
改修完了日

①平成25年１月１日
～平成27年12月31日
②平成25年4月1日より前に
改修契約をし同日以後に
完了したもの
（改修費用が30万円以上50
万円以下）

減額期間

1年間

1年間

住宅を改修したときは、届出を！
固定資産税が減額される場合があります！
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菜
の
花
の
森

「
夢
灯
り
の
小
径
」
と
「
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

四
万
十
市
民
憲
章
表
彰
は
、
市
民
憲
章
の
理
念

に
沿
っ
た
活
動
に
よ
り
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
個
人
１
名
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
４
月
15
日
の
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総
会
に

お
い
て
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
）

受
賞
者（
敬
称
略
）

【
個
人：

社
会
貢
献
活
動
】

　

北
川
　

永
子（
74
歳：

右
山
五
月
町
）

　

社
会
奉
仕
活
動

【
団
体：

環
境
美
化
活
動
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
あ
い

　

（
代
表
者
　

石
川
　

悦
子：

西
土
佐
江
川
﨑
）
　

　

公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
活
動

四
万
十
市
民
憲
章
表
彰

　

３
月
30
日
（
土
）
、
第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
入
田
の
四
万
十
川
桜
堤
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
児
童
の
健
全
育
成
と
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
桜
堤
に
集
ま
っ
た
人
々
の
ふ

れ
あ
い
と
絆
を
深
め
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
幡
多
地
区
の
小
学
生
１
年
か
ら
６
年
生

ま
で
の
男
女
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
終
了
後
、
地
元
特
製
の
お
に
ぎ
り
と

そ
う
め
ん
入
り
の
お
味
噌
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

中
に
は
、お
か
わ
り
を
す
る
子
も
い
て
、桜
の
木

の
下
で
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。 第

１
回

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

３
月
20
日（
水
）、入
田
ヤ
ナ
ギ
林
で
、「
四
万
十
川
花
絵
巻
〜
菜
の
花

の
巻
」の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
夢
灯
り
の
小
径
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
午
後
５
時
に
は
雨
も
上
が

り
、
東
中
筋
小
全
員
お
よ
び
具
同
小
１
・
２
年
生
が
書
い
て
く
れ
た
紙

灯
篭
約
２
４
０
個
、幡
多
農
高
の
生
徒
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
竹
灯
篭
約

３
５
０
個
、
そ
の
他
ろ
う
そ
く
だ
け
の
設
置
も
あ
り
、
約
１
０
０
０
個

の
や
さ
し
い
火
が
菜
の
花
や
ヤ
ナ
ギ
林
を
幻
想
的
な
世
界
に
彩
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
　

　

ま
た
、
23
日
（
土
）
に
は
、
中
村
西
中
学
校
、
市
立
中
村
中
学
校
、
県
立

中
村
中
学
・
高
等
学
校
の
音
楽
部
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
心
地
よ
い
風
と
一
面
に
広
が
る
菜
の
花
の
森
、と
て
も
さ
わ
や

か
な
環
境
の
中
、素
敵
な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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4
7 (日)

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

　

│
市
民
の
皆
さ
ん

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
│

4
11(木)

四
万
十
川
清
流
保
全

基
金
寄
付
受
領
式

│
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
が

　

四
万
十
川
の
環
境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
│

本市が制定する「四万十の日」（4月10日）にあわせて、各種イベントが行われました
　

毎
年
恒
例
の
四
万
十
川
流
域
５
市
町
（
檮
原
町
、
津

野
町
、
中
土
佐
町
、
四
万
十
町
、
四
万
十
市
）
が
協
力
し

て
一
斉
に
行
う
四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃
が
、４
月
７

日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
は
前
日
の
雨
に

よ
る
河
川
増
水
の
た
め
、西
土
佐
地
域
は
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、中
村
地
域
で
は
約
１
１
５
０
人

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約
２
・
５
ｔ
の
ゴ
ミ
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、清

流
保
全
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
と
共
に
、ご

み
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

清
流
四
万
十

川
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め

に
も
、
今
後
と

も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

尚
、
本
市
の

市
民
一
斉
清
掃

の
費
用
の
一
部

に
は
、
四
万
十

川
清
流
保
全
基

金
が
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
月
11
日
（
木
）
、
環
境
保
全
対
策
の
一
環
と
し
て
レ

ジ
袋
無
料
配
付
中
止
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
㈱
サ

ニ
ー
マ
ー
ト
様
、㈱
ウ
イ
ル
様
、㈱
フ
ジ
様
の
３
社
か
ら

合
計
1
，6
3
5
，0
9
8
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
20
年
２
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
の
取
り
組

み
は
、
５
年
目
を
迎
え
た
今
で
も
高
い
水
準
の
レ
ジ
袋

辞
退
率
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
利
用
し
て
昨
年
度
に
は
本
市

の
環
境
保
全
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
電

気
自
動
車
を
購
入

し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
岩
間
沈
下

橋
周
辺
の
森
林
ト

ラ
ス
ト
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
環

境
学
習
、
四
万
十

川
市
民
一
斉
清
掃

な
ど
の
清
流
保
全

活
動
を
は
じ
め
、

鮎
や
ス
ジ
ア
オ
ノ

リ
の
資
源
回
復
に

関
す
る
調
査
研
究
な
ど
、
四
万
十
川
の
環
境
活
動
推
進

の
た
め
の
費
用
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
四
万
十
の
日
」

の
４
月
10
日
（
水
）
、

四
万
十
川
に
浮
か

ぶ
屋
形
船
で
、
四
万

十
市
在
住
の
木
下

英
明
さ
ん
・
恵
里
さ

ん
夫
妻
、
四
万
十
町

在
住
の
岡
田
充
功

さ
ん
・
沙
也
さ
ん
夫

妻
、
高
知
市
在
住
の

中
川
心
さ
ん
・
悠
さ

ん
夫
妻
の
３
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
結
婚

式
を
挙
げ
、
新
た
な

人
生
の
船
出
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平
成

17
年
に
四
万
十
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
市

内
の
民
間
企
業（
貸
衣
装
店
や
遊
覧
船
業
者
等
）で
構
成

す
る
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ（
ド
リ
ー
ム
ア
ン
ド
ホ
ー
プ
）が
挙

式
費
用
４
万
10
円
で
毎
年
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

３
組
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
に
見
立
て
た
三
里
沈

下
橋
を
ご
両
親
と
共
に
歩
き
、
恒
例
と
な
っ
た
フ
ラ

ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
親
族
や
友
人
か
ら
祝
福
を
受
け
、
幸

せ
そ
う
な
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
か
ら
挙
式
費
用
の
一
部
を
四

万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
万
十
川
船
上
結
婚
式

│
四
万
十
川
で
永
遠
の
愛
誓
う
│

4
10 (水)
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「
い
ち
ば
ん
元
気
だ
っ
た
頃

　
　

 　

１
０
０
年
写
真
展
P
a
r
t
2
」
開
催

　

四
万
十 

『
糸
吉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』 （
西
土
佐

連
合
青
年
団
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー
ト
・

地
域
お
こ
し
協
力
隊
）主
催
に
よ
る「
四
万
十

移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
が
西
土
佐
地
域
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
に
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
で
大
宮
地
区
へ

訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る
社
会
人
・
大
学
院
生

も
参
加
し
、
３
月
17
日
と
18
日
は
大
宮
地
区

で
縁
日
、大
宮
全
戸
へ
餅
配
り
、老
人
ク
ラ
ブ

と
昼
食
会
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
方
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
と
地
域
外
参
加
者
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
四
万
十
の
未
来
像
に
重
な
っ

た
３
日
間
で
し
た
。

四
万
十
移
住
体
験
ツ
ア
ー

　

４
月
14
日（
日
）、西
土
佐
玖
木
で
玖
木

の
が
ん
ば
る
住
民
グ
ル
ー
プ
主
催
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
玖
木
地
区
住
民
グ
ル
ー
プ
が

早
朝
よ
り
準
備
を
行
い
、地
域
を
あ
げ
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
つ
つ
じ
を
見
な
が
ら
、
黒

尊
川
流
域
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
つ
つ
じ

の
群
生
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
自
然
の

つ
つ
じ
の
美
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、玖
木
住
民
の
方
が
朝
か
ら

準
備
し
て
く
れ
た
、
山
菜
料
理
や
猪
汁
、

カ
レ
ー
な
ど
、心
の
こ
も
っ
た
昼
食
を
ご

馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
紙
隙
体
験
を
行
い
、
13
人

の
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
は

が
き
を
作
成
し
、披
露
し
あ
い
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
黒
尊
川
沿
い
に
は
、
和
紙

の
原
材
料
で
あ
る
三
椏
の
群
生
が
あ
り
、

３
月
中
旬

に
は
黄
色

い
美
し
い

花
を
咲
か

せ
る
そ
う

で
す
。地
域

の
人
の
温

か
さ
と
貴

重
な
体
験

交
流
が
で

き
た
１
日

で
し
た
。

玖
木
の
１
日
橋
め
ぐ
り

（
花
め
ぐ
り
・
橋
め
ぐ
り
）

　

昨
年
の
中
村
の
百
年
写
真
展
に
引
き
続
き
、前
回
と
同
じ
会

場
の
中
央
公
民
館
で
百
年
写
真
展
P
a
r
t
2
を
３
月
27
日

か
ら
４
月
８
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
、期
間
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、前

回
の
来
場
者
８
０
０
名
を
超
え
る
合
計
１
０
３
２
名
の
人
が

こ
の
写
真
展
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
P
a
r
t
2
は
、範
囲
を
中
村
か
ら
幡
多
地
区
に
拡

大
し
て
、昭
和
30
年
頃
の
写
真
と
現
在
の
写
真
を
ほ
ぼ
同
じ

構
図
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。加
え
て
、
前
回
は
図
書
館

の
写
真
を
主
に
展
示
し
ま
し
た
が
、今
度
は
資
料
館
収
蔵
の

も
の
を
活
用
し
ま
し
た
。一
部
に
は
、
写
真
が
痛
み
粒
子
が

粗
く
な
っ
た
も
の
を
拡
大
に
耐
え
ら
れ
る
ま
で
「
写
団 

四

万
十
」
に
補
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。収
蔵
庫
の
奥
か
ら

引
っ
張
り
出
し
て
来
た
の
は
昭
和
30
年
頃
の
町
内
の
店
屋

を
正
面
か
ら
撮
っ
た
写
真
の
掲
載
さ
れ
た
中
村
商
工
会
作

成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
し
た
。

　

中
村
が
も
っ
と
も
明
る
か
っ
た
頃
の
写
真
で
す
。会
場
に

来
た
人
は
、
一
気
に
、50
年
前
の
青
年
壮
年
時
代
に
戻
っ
て

い
ま
す
。
一
様
に
「
懐
か
し
い
ね
」「
苦
し
い
に
は
ま
だ
苦
し

か
っ
た
け
ん
ど
、そ
れ
で
も
一
番
元
気
だ
っ
た
頃
で
ぇ
」「
ほ

ん
ま
に
ね
ぇ
」と
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。何
度
も
会
場
に
足

を
運
ば
れ
た
人
も
お
い
で
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
も「
次
の
機
会
は
？
」と
の
書
き
込
み

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
急
遽
、お
盆
の
時
季
に
総
集
編

を
開
く
こ
と
で
、調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

併
せ
て
、
図
書
館
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
古
い
写
真
を
捜

し
て
い
ま
す
。今
、
こ
の
機
会
に
写
真
を
保
存
す
る
手
立
て

を
と
っ
て
お
か
な
い
と
、ど
ん
ど
ん
古
い
も
の
が
処
分
さ
れ

て
い
っ
て
い
ま
す
。文
化
習
俗
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も

是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

問
　

市
立
図
書
館
　

☎（
３
５
）２
９
２
３

昼食会を通して地域の方と交流

み
つ
ま
た
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３
月
25
日
、幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
ピ
ッ
ト
内（
ご
み
が
集

積
さ
れ
る
場
所
）で
出
火
が
あ
り
、消
防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
に
よ
り
約

３
時
間
後
に
鎮
火
す
る
と
い
う
火
災
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
火
の
原
因
は
、は
っ
き
り
と
は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、搬
入

さ
れ
た
ご
み
の
中
に
発
火
物
が
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、引
火

性
の
あ
る
物
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
ご
み
の
出
し
方
を
左
記
に
記
載
し

ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
2
日
（
火
）
、
交
通

安
全
指
導
員
と
し
て
本
市

の
交
通
安
全
指
導
に
昼
夜

を
問
わ
ず
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
宮
地
浩
さ
ん
（
西
土

佐
下
家
地
　

委
嘱
期
間
20

年
）
、
正
木
巧
さ
ん
（
森
沢

　

委
嘱
期
間
10
年
）
、
植
木

金
美
さ
ん
（
津
蔵
渕
　

委

嘱
期
間
10
年
）
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
長
い

間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
平
成
25
年
４
月
1

日
か
ら
２
年
間
の
新
任
期

に
お
い
て
就
任
し
て
い
た

だ
く
指
導
員
の
皆
さ
ん
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

保
育
所
や
小
学
校
な
ど
で

の
交
通
安
全
教
室
を
は
じ

め
、
春
・
秋
等
の
交
通
安
全

運
動
や
広
報
活
動
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
お
け
る
交
通
指

導
を
行
い
、「
交
通
事
故
の

な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
活

動
し
ま
す
。
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課
　

　
　

0（
3
5
）4
1
4
7

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　

　
　

0（
5
2
）1
1
1
1

四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員

　
　

〜
感
謝
状
贈
呈
な
ら
び
に
委
嘱
式
〜

交
通
安
全
指
導
員
名
簿（
敬
称
略
）

●
中
村
地
域

西
本
　

他
人

榮
　
　

勇
男

浜
田
　

光
英

岡
本
　

英
則

浦
田
　

英
樹

西
内
　

育
二
朗

西
村
　

認

野
元
　

亮
佑

松
岡
　

圭
介

永
田
　

恭
子

浦
田
　

真
輝

●
西
土
佐
地
域

廣
田
　

則
明

中
脇
　

影
則

井
上
　

満
則

森
平
　

一
徳

引
火
性
の
あ
る
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
の
お
願
い

ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油

市
で
は
収
集

出
来
ま
せ
ん
。

市
で
は
収
集

出
来
ま
せ
ん
。

塗
料
・

シ
ン
ナ
ー
類

カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン

ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶

資
源
ご
み

ラ
イ
タ
ー

普
通
ご
み

花
火

普
通
ご
み

※
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、必
ず
灯
油
を
抜
い
て
、資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

近
年
、オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
が
河
原
や
道
端
で
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
月
〜
７
月
頃
に
か
け
て
、

鮮
や
か
な
橙
黄
色
の
花
を

つ
け
ま
す
。き
れ
い
な
花
で

す
が
、外
来
種
で
繁
殖
力
が

強
く
、日
本
の
生
態
系
に
重

大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、

外
来
生
物
法
に
よ
る「
特
定

外
来
生
物（http://w

w
w
.e
nv
.g
o.jp/na

ture
/intro/

）」

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、栽
培
、運
搬
、販
売
、譲
渡
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

咲
い
て
い
る
場
所
か
ら
持
ち
帰
っ
た
り
、自
宅
の
庭

や
花
壇
に
植
え
た
り
し
て
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。も

し
、家
で
見
つ
け
た
場
合
に
は
、種
が
で
き
な
い
う
ち
に

刈
り
取
る
か
、根
か
ら
引
き
抜
き
そ
の
場
で
乾
燥
さ
せ

て
枯
死
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
徴
】

・
花
は
５
〜
７
月
頃
に
咲
き
橙
黄
色
。

・
直
径
４
〜
６
㎝
の
花
を
細
長
い
花
茎
の
先
に
つ
け
る
。

・
高
さ
50
〜
70
㎝
の
多
年
草
。

【
処
理
す
る
と
き
の
注
意
】

　

種
な
ど
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
た
後
、そ
の
場
で

２
〜
３
日
天
日
に
さ
ら
す
な
ど
乾
燥
さ
せ
て
枯
死
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。普
通
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、必
ず
枯

死
さ
せ
た
後
、ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
生
き
た
ま
ま
の
運
搬
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

環
境
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
６

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

（
特
定
外
来
生
物
）
に
つ
い
て

(オオキンケイギク)

ご
み
の
種
類

ご
み
の
分
類

排
出
方
法
、注
意
点

販
売
店
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

使
い
切
っ
た
後
、必
ず
穴
を
開
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
い
切
っ
た
後
、必
ず
ガ
ス
抜
き
を

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
い
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。使

い
き
れ
な
い
場
合
、ご
み
を
出
す
前

日
に
一
晩
中
、水
に
浸
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

環
境
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
６
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●
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
行
う
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目
し
た
健

診
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
体
の
状
態
が
分
か

り
、改
善
に
必
要
な
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
年
に
１
度
は
必
ず
受
診
し
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
　

※

健
診
料
金
は
無
料
で
す
。

　

検
査
項
目：

身
体
計
測
、検
尿
、血
圧
測
定
、問
診
、診
察
、血

液
検
査
、（
貧
血
検
査
、心
電
図
、眼
底
検
査
）

（
　

）内
は
医
師
の
判
断
で
実
施

　

健
診
方
法：

次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

①
地
区
ご
と
に
行
う
集
団
健
診
（
健
診
の
日
程
に
つ
い
て

　
　

は
、
市
広
報
の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
保
健
衛
生
事
業
計

　
　

画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
　
　

　

②
特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
で
行
う
個
別
健
診
（
個
別
健

　
　

診
で
は
、予
約
に
よ
り
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療
時
間

　
　

内
に
受
診
で
き
ま
す
。）

特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
結
果
に
よ
り
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が
無

料
で
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

●
第
２
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
（
平
成
25
年
度

　

〜
29
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た

　

こ
の
計
画
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発
見
と
予

防
を
目
的
と
し
、40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
行
う「
特
定
健
康
診
査
」と「
特
定
保
健
指
導
」の
実
施
方

法
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。

目
標
値
の
設
定

　

特
定
健
康
診
査
実
施
率
　

60
％（
平
成
29
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
考：

平
成
23
年
度
　

34
％
）

　

特
定
保
健
指
導
実
施
率
　

60
％（
平
成
29
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
考：

平
成
23
年
度
　

14
％
）

　

な
お
、こ
の
計
画
は（
本
庁
）市
民
課
・
保
健
介
護
課
、（
総
合

支
所
）
市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室
・
保
健
課
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係
　

☎
　

（
３
４
）１
１
１
５

　
　
　

市
民
課
国
保
係
　
　
　
　
　

☎
　

（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）保
健
課
保
健
係
　
　
　

☎
　

（
５
２
）１
１
３
２

　

福
祉
事
務
所
で
は
、
４
月
か
ら
精
神
保
健
福
祉
士
等
の

専
門
員
を
配
置
し
、｢

心
の
健
康｣

に
関
す
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。

　

人
と
の
付
き
合
い
が
う
ま
く
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
や
、
う
つ
状
態
と

な
っ
て
い
る
人
、
ま
た
発
達
障
害
が
原
因
で
社
会
生
活
が

ス
ム
ー
ズ
に
続
け
ら
れ
な
い
人
や
、
そ
の
ご
家
族
か
ら
の

相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
学
校
卒
業
や
離
職
を
機
に
、
長
期
間
自
宅
に
ひ
き

こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
中
に
は
、
精
神
疾
患
や
発
達
障

害
な
ど
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
う
し
た
人
は

自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ご
家
族
や
日
ご
ろ
か
ら
関
わ
り
の
あ
る
人
の
〝
気
づ

き
〞
が
そ
の
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

（
本
庁
）福
祉
事
務
所
　

社
会
福
祉
係(

心
の
健
康
相
談
セ
ン

タ
ー)

　

☎（
3
4
）1
1
2
0

○
幡
多
福
祉
保
健
所
で
も
、保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談
・

面
接
相
談
を
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
る
内

容
に
よ
っ
て
は
、
精
神
科
嘱
託
医
の
相
談
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。(

要
予
約)

幡
多
福
祉
保
健
所
　

健
康
障
害
課
　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　

☎（
3
4
）5
1
2
4（
直
通
）

　
　
　
　

ま
た
は（
3
5
）5
9
7
9

心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
〜
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
〜
74
歳
の
皆
さ
ん
へ
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歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
は
、「
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
発
達
」
、「
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
」
、「
介
護
予
防
」
な

ど
、生
れ
て
か
ら
年
を
と
る
ま
で
生
涯
を
通
じ
た
全
身
の
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、次
の
よ
う
な
こ
と
を
市
、歯
科
医
師
等
と
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
今
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

＊
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
、セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う「
歯
科
保
健
指

　
　

導
」を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

＊
悪
く
な
る
ま
で
に
治
療
し
て
い
け
る
よ
う
、「
歯
科
口
腔
検
診
」や「
在

　
　

宅
口
腔
ケ
ア
事
業
」を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

＊
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
つ
な
ど
、歯
科
が
身
近
に
な
る
よ
う
関
係

　
　

機
関
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
行
う
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
歯
科
口
腔
検
診

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
元
気
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、青
年
・
壮

年
期
か
ら
自
ら
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
歯
科
医
院
に
て
検
診
を
行
い
ま
す
。

　

＊
対
象：

平
成
26
年
３
月
末
日
で
、30
歳
、40
歳
、50
歳
、60
歳
、70
歳
に

　
　

達
す
る
人

　

＊
料
金：

2
0
0
円
（
検
診
費
用
5
0
0
0
円
の
う
ち
4
8
0
0

　
　

円
を
市
が
助
成
）

　

＊
検
診
内
容：

口
腔
内
診
査
、歯
周
病
検
査（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査
）

　
　

対
象
者
に
は
、後
日
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

　
　
　②
歯
科
保
健
指
導

　

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
歯
と
口
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、歯
科
衛
生
に
よ
る
歯
と
口
の
状
態
の
確
認
、状
態
に
あ
っ
た
自
分
で
で

き
る
ケ
ア
方
法
の
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

＊
対
象：

在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人
で
、

　
　

①
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
支
援
１
〜
２
と
認
定
を
受
け
た
人

　
　

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　
　
　

お
持
ち
の
人
で
、歯
科
診
療
に
行
け
な
い
人
お
よ
び
お
子
様

　

＊
料
金：

無
料

③
在
宅
口
腔
ケ
ア
事
業

　

歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、歯
と

口
腔
内
の
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
状
態
に
あ
っ
た
ケ
ア
の
方
法
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

＊
対
象：

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
１
〜
５
と
認
定
を
受
け
た
人

　
　

（
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
）

　

＊
利
用
料
金：

歯
科
医
師
訪
問
　
　
　

2
0
0
円
／
１
回

　
　
　
　
　

 

　

歯
科
衛
生
士
訪
問
　
　

1
0
0
円
／
１
回

　

＊
実
施
期
間：

歯
科
医
師
の
１
回
目
の
診
断
に
よ
り
判
断
し
、
最
長

　
　

６
ヵ
月
と
し
ま
す

　
　

（
歯
科
医
師
２
回
、歯
科
衛
生
士
24
回
が
上
限
）

　

口
腔
ケ
ア
と
は
、歯
磨
き
に
よ
っ
て
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
、歯
周
病

や
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
だ
け
で
は
な
く
、食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り

す
る
機
能
を
改
善
し
、低
栄
養
を
予
防
し
た
り
、会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、口

の
あ
ら
ゆ
る
動
き
を
維
持
・
回
復
す
る
た
め
の
ケ
ア
で
す
。

　

平
成
23
、24
年
度
に
事
業
を
利
用
し
た
人
の
中
に
も
、「
口
の
中
が
き
れ

い
に
な
り
食
欲
が
出
た
」、「
飲
み
込
み
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
食
事
中
む

せ
な
く
な
り
、全
部
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
痰
が
出
や

す
く
な
り
、吸
引
回
数
が
減
っ
た
」な
ど
、う
れ
し
い
声
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　　

お
口
の
ま
わ
り
の
筋
肉
が
柔
ら
か
く
な
り
、素
敵
な
笑
顔
が
も
っ
と
素

敵
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
口
の
健
康
を
保
ち
、素
敵
な
笑
顔
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

②
③
の
事
業
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係
☎（
3
4
）1
1
1
5

食
べ
る
こ
と
は
は
生
き
る
こ
と
〜
お
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り
〜

実施前

実施後

四万十市 認知症家族の会「たんぽぽの会」
　認知症介護についての悩みや不安を一人で抱え込んではいませんか。

　「たんぽぽの会」は参加者で思いや悩みを共有し、支え合うための座談会です。

　他の人にはなかなかわかってもらえないことも、同じ体験をしてきた人どうしなら分かりあえ、介護

で疲れたこころが少しでも楽になるかもしれません。初めての方の参加もおまちしています。

日　時　5月30日（木）13時30分～15時30分　　　場　所　市民病院 健康管理センター

　・家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。

　・四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

　・薬剤師さんの参加もあります。お薬のことの相談もできますよ。

【問い合わせ・申込先】

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　 （34）4528

（市）地域包括支援センター　　　　 （34）0170

四
万
十
市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。（
平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
）
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の協会けんぽ等

　 に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。 

　 また、今年度も肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、問診時に申込んで下さい。 

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

51年に1度は健診を

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　特定健診（生活習慣病健診）　注

　献血

　献血

　献血

　マム＆チルドレン

　乳児健診

　出張健康相談

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　3歳児健診

　献血

　特定健診（生活習慣病健診）　注

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　胃がん検診

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　胃がん検診

　胸部レントゲン（肺がん検診）

　胃がん検診

　定例健康相談

　胃がん検診

　乳幼児（赤ちゃん）相談

　ママタッチ教室

　歯科相談

　マム＆チルドレン

　乳児健診

　ひまわり健診

　ひまわり健診

　ひまわり健診

　ひまわり健診

　1歳9か月児健診

　定例健康相談

　胃がん検診

　献血

　乳児健診

　献血

　献血

　献血

　献血

　3歳児健診

　八束地区（巡回）

　中筋小学校

　フジグラン四万十

　フジグラン四万十

　フジグラン四万十

　具同体育センター

　健康管理センター

　ＪＡ高知はた

　東山地区（巡回）

　東中筋地区（巡回）

　健康管理センター

　四万十自動車学校

　ＪＡ高知はた中村西部事業所

　西土佐地域（巡回）

　西土佐地域（巡回）

　具同体育センター

　西土佐地域（巡回）

　具同体育センター

　西土佐地域（巡回）

　具同防災センター

　西土佐分署横

　間崎集会所

　健康管理センター

　健康管理センター

　健康管理センター

　具同体育センター

　健康管理センター

　本村小学校体育館

　旧権谷小学校体育館

　下家地小学校体育館

　西ケ方小学校体育館

　健康管理センター

　西土佐分署横

　文化センター

　マルナカ四万十店

　健康管理センター

　幡多土木事務所

　サニーマート四万十店

　国土交通省中村河川国道事務所

　ＪＡ高知はた本所

　健康管理センター

個別通知

 9：30～10：30、13：30～14：30

12：30～17：00

 9：00～11：30、12：30～17：00

 9：30～13：00

10：00～11：30

12：50～13：30

 9：00～11：00

個別通知

個別通知

12：50～13：30

 9：30～12：30、13：30～15：00

 9：30～10：30、13：30～14：30

個別通知

個別通知

 8：00～ 9：30

個別通知

 8：00～ 9：30

個別通知

 8：00～ 9：30

9：00～11：00

 8：00～ 9：30

 9：30～11：00

 9：30～11：00

 9：30～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

 9：30～10：30

13：30～14：30

 9：30～10：30

13：30～14：30

12：50～13：30

 9：00～11：00

 8：00～ 9：30

12：30～17：00

12：50～13：30

  9：00～11：00

 12：30～17：00

 8：30～10：00

11：00～13：00

12：50～13：30

八束地区

中筋地区

東山地区

東中筋地区

東中筋地区

西土佐地域

西土佐地域

具同地区

西土佐地域

具同地区

西土佐地域

具同・八束地区

八束地区

後川地区

1日（水）

2日（木）

3日（金）

4日（土）

5日（日）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

12日（日）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

28日（火）

29日（水）

31日（金）

 3日（月）

4日（火）

5日（水）

6日（木）

7日（金）

該当地区 時　　間

５

月

６

月

事　　業　　名月日 場　　所
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、予
防
接
種
法
令
の
改
正
に
よ
り
、従
来
の
対
象
者
に
加
え
て
、平
成
17
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け
て
、日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
控
え
た
事
に
よ
り
接
種
を
受
け
る

機
会
を
逃
し
た
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
が
定
期
予
防

接
種
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
接
種
期
間
は
20
歳
の
誕
生
日
の
2
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。）

※
平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、平
成
7
年
4
月
2
〜
平
成
7
年
5
月
31
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
も
定
期
予

　

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

《
平
成
7
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
20
歳
未
満
の
人
》

　

平
成
25
年
度
に
７
歳
、８
歳
、９
歳
、10
歳
、18
歳
に
な
る
人
に
は
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
の
で
、な
る
べ

く
早
い
時
期
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

満
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
身
体
障
害

者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）を
有
す

る
人
を
対
象
に
、保
険
適
用
外
の
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、事
前
に
発
行

す
る
施
術
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
助
成
方
法
が
23
年
度
よ
り
一
部
変
更

と
な
り
ま
し
た
）

　

助
成
は
１
回
１
千
円
、年
度
内
12
回

以
内
。利
用
で
き
る
施
術
所
は
、市
内

に
開
設
し
市
の
指
定
を
受
け
た
施
術

所
で
す
。

　

施
術
券
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。印
鑑
お
よ
び
公
的
証
明
書（
保

険
証
や
免
許
証
な
ど
）を
ご
持
参
の
う

え
、本
庁
保
健
介
護
課
ま
た
は
総
合
支

所
保
健
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

0（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　

　
　
　
　
　

0（
５
２
）１
１
３
２

※
第
1
期
が
終
了
し
て
い
な
い
人
は
、ま
ず
、第
1
期
分
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

《
接
種
を
希
望
す
る
人
》

　

個
別
通
知
を
し
て
い
な
い
お
子
様（
平
成
7
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）で
、接
種
を
希
望
す
る
人
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
へ
は
、３
歳
に
な
る
時
に
通
知
し
て

い
ま
す
。

接
種
料
金：

無
料
　
　

実
施
場
所：

高
知
県
内
の
受
託
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

0（
3
4
）1
1
1
5　

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
3
2

　
　
　
　
　
　

接
種
間
隔

1
期（
3
回
）

1
回
目
の
接
種
後
6
日
か
ら
28
日
あ
け
て

2
回
目
の
接
種
を
し
、そ
の
後
お
お
む
ね
1
年

以
上
あ
け
て
3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

6
日
以
上
あ
け
て
、2
回
目
と
3
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
１
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は

6
日
以
上
）

6
日
以
上
あ
け
て
、3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
2
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は

6
日
以
上
）

2
期（
1
回
）

（
9
歳
以
上
の
人
）

3
回
目
の
接
種

後
6
日
以
上
あ

け
て
接
種
し
ま

す
。

た
だ
し
、9
歳

以
上
の
人
に
限

り
ま
す
。

接
種
回
数

（
全
4
回
）

残
り
4
回

1
期 : 

3
回

2
期 : 

1
回

残
り
3
回

1
期 : 

2
回

2
期 : 

1
回

残
り
2
回

1
期 : 

1
回

2
期 : 

1
回

残
り
1
回

（
2
期
1
回
）

　
　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

既
に
接
種
し
た

回
数

1
回
も
接
種

し
て
い
な
い
人

1
回
接
種
を

受
け
た
人

2
回
接
種
を

受
け
た
人

3
回
接
種
を

受
け
た
人 日

本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

は

り
・
き

ゅ

う
・

マ

ッ

サ

ー

ジ

等

施

術

費

の

助

成
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
に
対

し
て
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
や
、介
護
料

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

育
成
資
金
の
貸
し
付
け
は
、自
動
車
事

故
が
原
因
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、重

度
の
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
生

活
困
窮
家
庭
の
児
童
（
中
学
生
以
下
）
に
、

義
務
教
育
修
了
ま
で
の
経
済
的
手
助
け
を

行
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
料
は
、
自
動
車
事
故
が
原

因
で
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
り
、介
護

が
必
要
と
な
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

　

 

・ 

一
時
金
　
　

：

15
万
５
千
円

　

 

・ 

入
学
支
度
金

：

４
万
４
千
円

　

 

・  

月
　

額
　
　

：

２
万
円

【
介
護
料
支
給（
月
額
）】

　

 

・ 

重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

　
　

月
額
３
万
円
か
ら
13
万
円
ま
で
支

　
　

給
額
は
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

（
高
知
市
南
ノ
丸
町
５
―
17
　

高
知
県

　

 

ト
ラ
ッ
ク
会
館
内
）

　

☎
０
８
８（
８
３
１
）１
８
１
７

交
通
事
故
被
害
者
の

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で

の
お
子
さ
ん
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の

医
療
費
の
う
ち
、保
険
診
療
分
の
一
部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は

除
く
）
を
四
万
十
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。
対
象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
世
帯（
※
）で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

☆
平
成
25
年
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　

５
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
月
で
す
。

　

該
当
者
は
次
の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
　
　

５
月
７
日(

火)

〜
31
日(

金)

　

　
　
　
　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
、昼
休
み
は
除
く

受
付
場
所
　
　
　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室
　
　

　
　
　
　
　

（
保
健
課
内
）

持
参
す
る
も
の
　

健
康
保
険
証
、印
鑑
、受
給
者
証 

な
ど

（
※
）平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
年
少
扶
養
控

除
及
び
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
が
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
資
格
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、所
得
税
に
つ
い
て
、年
少
・

特
定
扶
養
控
除
を
控
除
額
に
加
え
て
再
計
算
し
、所
得
審
査
に
お
け
る
所

得
税
額
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】
　
　
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　

医
療
費
助
成
制
度
の
お
し
ら
せ

市
立
墓
地（
城
北
霊
園
）永
代
使
用
の
希
望
者
募
集

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係（
霊
園
担
当
） 

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　
　
　
　

〒
7
8
7-

8
5
0
1　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-

10

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

（
５
２
）１
１
１
１

申

込

対

象

者

市
立
墓
地
の
場
所

募

集

区

画

数

使

用

期

間

申
込
受
付
期
間

申

込

書

申

込

方

法

等

そ
の
他
の
条
件

抽

選

予

定

日

本
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
人
。

（
市
外
在
住
の
方
は
、墓
地
使
用
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
処
理
す
る
市
内
在
住
の
代
理
人

の
選
定
が
必
要
で
す
）

中
村
丸
の
内
２
３
９
９-

２
ほ
か

未
使
用
区
画
２
区
画（
区
画
番
号：

3
5
3
・3
5
9
）

※
霊
園
入
り
口
に
区
画
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
現
地
を
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
永
代
使
用
料
…
45
万
円

・
管
理
手
数
料
…
３
１
５
０
円
／
年（
25
年
度
は
月
割
）

※
貸
付
時
に
お
い
て
永
代
使
用
料
お
よ
び
管
理
手
数
料（
５
年
分
）を
一
括
で
納
付
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
貸
付
日
か
ら
永
年
と
す
る
。

５
月
13
日（
月
）〜
31
日（
金
）ま
で
　

※
土
、日
除
く

（
郵
送
の
場
合
は
31
日
消
印
有
効
）

（
本
庁
）市
民
課
、（
総
合
支
所
）市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
貼
付
の
こ

と
）を
同
封
し
て（
本
庁
）市
民
課
市
民
係
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
墓
地
使
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
左
記
申
し
込
み
先

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
込
は
、１
世
帯
に
つ
き
１
件
と
し
ま
す
。

・
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

市
立
墓
地
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
四
万
十
市
立
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」お
よ
び「
同
施
行
規
則
」に
定
め
る
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

６
月
28
日（
金
）午
前
10
時
〜

場
所:
市
役
所
３
階  

会
議
室
３
０
３
・
３
０
４
・
３
０
５

※
抽
選
者
は
申
込
者
お
よ
び
申
込
者
に
委
任（
要
委
任
状
）さ
れ
た
人
の
み
で
す
。

永

代

使

用

料

お

よ

び

管

理

手

数

料

平
成
25
年
5
月
号

20



作
り
方

【材料1人分】

米・・・ 80ｇ（1/2カップ）

水・・・180ｇ（1カップ弱）

ビニール袋・輪ゴム・水・鍋・ザル

　いざという時のために、日頃から災害時の食について考えたり
準備しておくことが大切です。被害が大きい程、通常の食の確保は

困難になります。そのためにも手に入る必要最低限のものを利用して調理す
る方法などを知っておくことが大切です。今回はビニール袋を使ってご飯を
炊く方法をご紹介します。

①米と水をビニール袋の中に入れて、空気をしっかりと抜き輪ゴムで袋の
上の部分を止める

②鍋の中にザルを敷き、水と①を入れて火にかけ、沸騰したら弱火に20分か
ける

③鍋から袋を取り出し、10分程蒸らすとできあがり！

（西土佐診療所　管理栄養士　篠田知佐）

障害児・者の手当について
在宅の障害児・者に対して、次のような手当てが支給されます。
新たに手当てを受ける場合は申請が必要です。支給に該当すると思われる場合は、下記までお問
い合せください。

※在宅の障害者に対する手当であるため施設に入所している場合は支給の対象外です。また扶養義務者
　等に一定額以上の所得がある場合も支給の対象外となります。
※認定に際しては診断書による判定が必要となります。

・1～2級程度の障害が2つ以上重複しているあるいは、1～2
級程度の障害と3級程度の障害が2つ以上重複している人
・重度の身体機能障害により、日常生活動作能力の評価が極
めて重度と認められる人
・内部障害により絶対安静の人
・精神又は知的障害により日常生活能力の評価が極めて重
度と認められる人

・身体障害1級程度の障害がある人及び2級程度の障害があ
る一部の人
・療育手帳A1またはA2の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級程度の障害がある人または4級程度の障害
がある一部の人
・療育手帳A1～A2、またはB1の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級手帳の交付を受けている人
・療育手帳A1～A2の人
・特別児童扶養手当1級の認定を受けている人

手当の種類
(手当月額 )

対象者 障害等の区分 備考

特別障害者手当
（26,260円）

障害児福祉手当
（14,280円）

四万十市心身
障害児扶養手当
(2,000円)

特別児童扶養手当
1級(50,400円)
2級(33,570円)

常時特別な介護を
必要とする在宅の
20歳以上の者

３カ月を超えて入院
している場合は支給
対象外となります。

障害を事由とする年
金を受給している場
合は支給対象外とな
ります。

常時介護を必要と
する在宅の20歳未
満の児童

20歳未満の児童を
自宅で養育してい
る保護者

【問い合わせ先】（本庁）福祉事務所　社会福祉係 ☎（34）1120　
　　　　　　　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎（52）1132

災害編

Part.3

災害時の食に備える…

★☆★非常時を想像してみてください。★☆★
災害が発生し、ライフラインはすべてストップした状態。

　　　　　鍋とガスコンロがあるとしたら・・・

　　　　　ペットボトルの水と米があるとしたら・・・

　　　　　ご飯を炊くことができます。

＊1人分、80ｇの米はペットボトル

（500ml）の上の部分１杯分

＊米は普通の米を洗わずにそのまま使

う

＊水が計量できない場合は指二関節分

ほどの水分を加える

＊鍋底に袋が直接触れないようにする

鍋でご飯を炊く方法（6～ 7人分）

 ◎米・・・３合
 ◎水・・・600㏄
①鍋に洗った米と分量の水を入れて30分以上浸水させる
②鍋を火にかけ強火で沸騰させる
③沸騰したら弱火にして15分。15分たったら最後に一瞬強火にしてから火を
　止め、そのまま10分程蒸らす

覚えておくと便利です！

ビニール袋でご飯を炊く方法
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいるこ

と等、気軽にご相談ください。電話相談だけでな

く、直接来所しての相談にも応じます。　

※活動のある日の午前中は、相談に応じられない

　場合があります。

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

作って遊ぼう①②③　

　かわいいカエルのカスタネットを作るよ。

 ♪ケロケロ・ケロケロ♪上手に鳴らして遊ぼうね。

①6月3日（月）、②4日（火）、③5日（水）
9：30 ～ 11：30
子育て支援センター

　

もみじへお出かけ(フリーデー )

　もみじ保育所内にある“ぽっぽ”の分室にお出かけして、保

育所のお友だちや、遊具で遊びませんか？

　フリーデーですので、ぴよちゃん、ぽっぽさんも自由にお

いでてください。初めての方も、お気軽にどうぞ。

　なお支援センターの方は、午後のみの開所となります。

　午前中は使用できませんのでご了承下さい。

6月13日(木) 9：30～11：30　
子育て支援センター分室(もみじ保育所内)

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ（0歳児・妊婦対象）　

〈離乳食試食会〉

　お出汁からとった離乳食を栄養士さんと元保育所の調理

師さんが作ってくれます。詳細をお知りになりたい方・参加

を希望される方は5月31日(金)までに支援センターまでご連

絡ください。

6月7日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

　　

お誕生会

　4、5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いし

ようね。ぽっぽさんは、誕生会後ティータイムもあります。子

どもさんの飲み物と、お茶代50円、手作りおやつ材料台100

円、合わせて150円をご持参下さい。おつりのいらないよう

にお願いします。

［ぴよちゃんクラブ］5月23日（木） 9：30～11：30
［1・2・3歳児］　　　 24日（金） 9：30～11：30
子育て支援センター

　　

おしゃべり広場　（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

　元西南病院小児科医師・澤田　敬先生を招いて、子育ての

お話をしていただきます。ざっくばらんな会ですので、

　ぴよちゃん、ぽっぽさん、どしどしご参加ください。

　子育ての悩みにも、お答えしていただけますよ。

5月28日（火）　10：00～11：30
子育て支援センター

　　

救命救急講座　（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

　これから大好きな水遊びが始まりますね。でも、ちょっと

した油断で重大な事故を起こすことも・・・そこで、四万十市

の消防職員による救命救急講座を開催します。

　AEDの使い方も教えてもらいましょう！

6月11日(火)　10：00～11：30
子育て支援センター

※おしゃべり広場と救命救急講座は自由参加です。初めての

方もお気軽にどうぞ。

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名

愛 育 園

もみじ保育所

あおぎ保育園

具 同 保 育 所

東中筋保育所

竹 島 保 育 所

八 束 保 育 所

下 田 保 育 所

東 山 保 育 所

川 登 保 育 所

月日

5月13日

6月11日

5月15日

6月13日

5月14日

5月17日

5月24日

5月15日

5月22日

5月15日

6月15日

6月13日

5月 8日

6月 7日

月

火

水

木

火

金

金

水

水

水

土

木

水

金

時　間

９：３０～１０：３０

１０:００～１１:００

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

９：３０～１１：００

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

９：３０～１１：００

１０：００～１１：００

１０：００～１１：００

駐車場

なし

なし

数台有

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

です！です！です！

※初めて参加を希望される人は準備の都合などがあります

ので、あらかじめご連絡ください。①などの番号がついて

いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

※現地集合・解散です。もみじ保育所は保育中ですので解散

時間は、お守りください。
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通
常
の
場
合

　
　

←

申
請
者
本
人
の
所
得

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

世
帯
主
の
所
得

特
例
免
除
の
場
合

　
　

←

申
請
者
本
人
の
所
得

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

世
帯
主
の
所
得

■
退
職（
失
業
）に
よ
る

　

特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
を
行
い
、月
額
１

５
０
４
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、退
職（
失

業
）に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
。

◇
メ
リ
ッ
ト
　

特
例
免
除
は
、退
職（
失
業
）し
た
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
！

　

通
常
で
あ
れ
ば
、申
請
者
本
人
、配
偶
者
及

び
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、特
例
免
除
は
、退
職（
失
業
）さ
れ
た
方

の
所
得
は
審
査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
、世
帯
主
に
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
と
き
は
、保
険
料
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
…

①
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ

　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、保
険
料

が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
、2
分
の

１
と
な
り
ま
す
。

②
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障

害
年
金
や
、一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、免
除
承
認
期
間
に

つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

◇
手
続
き
は
…

　

特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た
、こ
の
特
例

免
除
に
つ
い
て
は
、配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職

し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要

で
す
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、離
職
票
な
ど
）

■
平
成
25
年
度
の
年
金
額

●
老
齢
基
礎
年
金
　

満
額
　

７
８
６
５
０
０
円  

●
障
害
基
礎
年
金
　

１
級
　

９
８
３
１
０
０
円

２
級
　

７
８
６
５
０
０
円

●
遺
族
基
礎
年
金
　

子
の
あ
る
妻
の
場
合（
妻
と
子
１
人
の
場
合
）

１
０
１
２
８
０
０
円

子
の
み
の
場
合（
子
１
人
の
場
合
）

７
８
６
５
０
０
円

■
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

左
記
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金

相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）や

年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎

年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が

必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機

関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付

身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　

5
月
16
日（
木
）

　
　
　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場
所
　

西
土
佐
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
の
提
出
先
】

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　

☎（
３
４
）１
６
１
６

(

本
庁)

市
民
課 
市
民
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
３
　
　
　

(

総
合
支
所)

市
民
課 
西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

　

３
月
24
日
（
日
）
に
ト
ン
ボ
学
生

服
で
お
な
じ
み
の
「
株
式
会
社
ト
ン

ボ
」
様
の
ご
支
援
に
よ
り
取
得
し
た

「
新
ト
ン
ボ
池
」
の
周
辺
に
花
菖
蒲

を
植
栽
し
、
観
察
道
も
整
備
し
ま
し

た
。

　

今
か
ら
は
、
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
５
月
に

入
る
と
睡
蓮
や
花
菖
蒲
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ン
ボ
自
然
公
園
に

新
ト
ン
ボ
池
が

完
成
し
ま
し
た
。
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融資あっせん利子補給制度

下 水 道 使 用 料

排水設備工事の施工は指定工事店で

制度の内容

◆融資限度額　50万円まで
◆償還方法　元金均等毎月償還(48回払い以内)
◆市が負担する利子の割合
供用開始の日から排水設備工事の計画申請を提出する
時期に応じて次のように異なります。

　６ヵ月以内 　　　　　　利子の全額
　６ヵ月を経過し１年以内　　80％
　１年を経過し２年以内 　　60％
　２年を経過し３年以内 　　40％
　３年を経過 　　　　　　適用除外

　※市が負担する利子以外の利子は、自己負担となり
　　ます。
◆制度対象者の条件
　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備工事であ
　　ること。（新築の場合は対象外）
　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。
　☆市内に居住する連帯保証人１名を有すること。

　

皆
さ
ん
が
行
う
排
水

設
備
工
事
の
一
時
的
な

費
用
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
市
内
の
金
融
機

関
と
市
の
契
約
に
よ
る

工
事
費
の
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
皆
さ

ん
に
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
て
も
ら
い
、

そ
の
償
還
に
か
か
る
利

子
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
市
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。

　

排
水
設
備
工
事

は
、
皆
さ
ん
の
ご
負

担
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
工
事

は
市
が
指
定
し
た

「
指
定
工
事
店
」
で

な
け
れ
ば
施
工
で

き
ま
せ
ん
。

　

60
業
者
（
平
成
25

年
度
現
在
）
を
指
定

し
て
い
ま
す
の
で

工
事
費
の
見
積
金

額
を
検
討
し
た
う

え
で
発
注
し
て
下

さ
い
。

　

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し

て
、
下
水
道
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
下
水
道

使
用
料
を
毎
月
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
使
用
料
は
、
下
水
処
理

施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
た
め

に
必
要
な
費
用
で
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
通
常
は

上
水
道
の
計
量
メ
ー
タ
ー
の
毎

月
の
使
用
水
量
に
よ
り
計
算
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ

て
い
る
場
合
は
、
市
が
貸
与
す

る
計
量
メ
ー
タ
ー
で
水
量
を
認

定
し
ま
す
。

【問い合わせ先】　（市）都市整備課 下水道係  ☎（３４）６１２９

　

供
用
開
始
区
域
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の
家

庭
の
台
所
、風
呂
、ト
イ
レ
な
ど
か
ら
の
汚
水

を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工

事
（
宅
内
の
配
管
等
の
工
事
）
を
行
う
こ
と

が
、下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
で
き
て
も
、
そ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
施
設
も
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
共
下
水
道
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
、
早
期
の
下
水
道

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

市
で
は
分
流
式
下
水
道
と
な
っ
て
お
り
、

生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
と
雨
水
は
分
け
て

処
理
さ
れ
ま
す
。

た
い
肥
等
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
化

学
肥
料
に
頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め
に
市

内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜
産
た
い
肥

や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

■
対
　

象
　

市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

■
助
成
対
象
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31

　

日
ま
で
の
購
入
分

※

購
入
日
が
平
成
25
年
４
月
以
降
の
も
の
が

　

対
象
に
な
り
ま
す
。

■
助
成
内
容

・
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　

畜
産
堆
肥
・
も
み
が
ら
堆
肥
な
ど
の
購
入

　

費
の
１
／
３
以
内
を
助
成

　

（
上
限
額：

個
人
２
万
円
　

団
体
５
万
円
）

・
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に

　

要
し
た
経
費
の
１
／
２
以
内
を
助
成

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

（
本
　
　

庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

　
　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
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四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦
高知ファイティングドッグスＶＳ徳島インディゴソックス

開
催
日
　

６
月
１
日（
土
）

試
合
開
始
　

午
後
一
時
か
ら

場
所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

無
料(

四
万
十
市
後
援
試
合
）

試
合
前
も
お
も
し
ろ
い
！

☆
少
年
野
球
教
室
開
催

　

試
合
終
了
後
、
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

　

ス
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
参
加
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
応
募
を
お
待

　

ち
し
て
い
ま
す
。

市
長
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
格
的
に
野
球
に
取
り
組
み
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
果

　

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
若
者
を
皆
で

　

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

試
合
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団

　

事
務
所
☎
０
８
８‐

８
７
８‐

０
７
７
５
ま
で

　

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

催
　

し

（公財）四万十市体育協会
☎(37)4572　

第9回 四万十市文化祭参加団体募集 　

市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
市
立
文

化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と

し
て
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
よ
り
充

実
し
た
文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
、
下
記
に
よ

り
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門

　

舞
台
・
展
示
・
映
画
・
文
芸
・
講
演
・
茶
道
・
郷
土

　

芸
能

参
加
申
請
締
切
日
　

５
月
31
日（
金
）

参
加
申
請
提
出
先

　

四
万
十
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
（
市
立

　

中
央
公
民
館
内
）

　

※

文
化
祭
参
加
申
請
書
は
、
生
涯
学
習
課
に

　
　

置
い
て
い
ま
す
。

募
　

集

問

働く婦人の家
☎（34）6299

問 申

（市）教育委員会　生涯学習課
☎（34）7311

問

教
室
・
講
座

耐震診断はお済みですか？
　東日本大震災では津波被害
が注目されていますが、まず揺
れによる家屋の倒壊から身を
守らなければ津波から逃げる
こともできませんし、倒壊した
家屋が避難経路を塞いでしま
うという問題も起こります。こ
の家屋の倒壊を防ぐため、今回
は住宅耐震化事業についてご
紹介します。
　対象は昭和56年以前に建て
られた住宅で、項目ごとに補助
額が定められています。

　①耐震診断：木造住宅は無償。
　　非木造は33,000円の補助。
　②耐震設計：費用の2/３を補
　　助。ただし補助上限20万円。
　③耐震工事：費用の全額補助。
　　ただし補助上限90万円。

　今年度から耐震診断を無償
としました。設計や工事の補助
を受けるためには、この制度を
使って耐震診断を行っていた
だく必要がありますが、耐震診
断を行ったからといって設計、
工事を強制することはありま
せん。この無償化の機会に耐震
診断を行ってみませんか。まず
はお問い合わせを。
問　地震防災課　☎（35）2044

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、健
康
づ
く
り
に
、楽
し
く
骨
盤

体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

日 

程
　

５
月
21
日
〜
７
月
23
日
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

（
全
10
回
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
　

間
　

19
時
〜
20
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

１
階 

軽
運
動
室

講
　

師
　

シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

18
人

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の  

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
運
動
靴
（
上
履

　

き
）、水（
水
筒
等
）

申
込
期
間
　

５
月
７
日（
火
）〜

申
込
方
法
　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
　
　
　
　

９
時
〜 

17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

働く婦人の家講座「骨盤体操」
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問

募
　

集

防衛省 平成25年度各種自衛官採用試験

自衛隊四万十地域事務所
☎（35）3096

中村特別支援学校 公開授業ウィーク 　

中
村
特
別
支
援
学
校
は
、小
学
部
、中
学
部
、高

等
部
、
訪
問
学
級
の
あ
る
特
別
支
援
学
校
（
知
的

障
害
・
肢
体
不
自
由
）で
す
。児
童
生
徒
た
ち
は
社

会
自
立
に
向
け
て
、日
々
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
や
学
校
の
こ
と
、授
業
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、
学
校
は
常
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
、左
記
の
期
間
を
公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま

す
。

※

み
な
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

　

り
、授
業
を
見
直
す
機
会
に
も
で
き
る
と
考
え

　

て
い
ま
す
の
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
も
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

６
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　
　
　
　

８
時
50
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

（
月
・
水
／
小
学
部
は
14
時
35
分
ま
で
）

場
　

所
　

県
立
中
村
特
別
支
援
学
校（
古
津
賀
３

　
　
　
　

０
９
１
）

警察官A採用試験 　

高
知
県
警
察
で
は
、次
の
と
お
り
警
察
官
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

将
来
の
高
知
県
警
察
の
担

い
手
と
な
る
、熱
意
と
や
る
気
の
あ
る
若
者
の
応

募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　

５
月
23
日（
木
）ま
で

第
一
次
試
験
日
　

７
月
14
日（
日
）

受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る

　

４
年
制
の
大
学
等
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平

　

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

お
知
ら
せ

問 県立中村特別支援学校　☎（34）1511  FAX（34）1625
（担当　中澤・片山）

問 高知県警察本部 警務課 人事係
 ☎ 088（826）0110　フリーダイヤル  0120-032376

募
　

集

巨大魚＆古代魚赤ちゃん展
開
催
期
間
　

５
月
26
日（
日
）ま
で

　

普
段
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
ド

ラ
ー
ド
や
ゴ
ラ
イ
ア
ス
・
タ
イ
ガ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ス
ポ
テ
ッ
ド
・

ナ
イ
フ
な
ど

の
幼
魚
約
10

種
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
四
万
十
川

学
遊
館
（
あ
き

つ
い
お
）
に
お

越
し
く
だ
さ

い
。

問 四万十川学遊館
☎（37）4110

催
　

し

小学部　生活単元学習（調理）

高等部 音楽

募集種目

自衛官候補生
(男･女)

（任期制自衛官）

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

航空学生
(パイロット養成)

防衛医科大学校
看護学科学生

受付期間

四万十市防災
センターおよび
高知駐屯地

高知駐屯地

四万十市
防災センター

太平洋学園

高知学芸進学
アカデミー

受付時にお知らせします。

9月24日（火）

男女共通（一次試験）
9月16日(月)

男女共通（一次試験）
9月21日(土)

男女共通（一次試験）
10月19日(土)

男子：受付中

女子：8月1日から
9月6日

8月1日から
9月6日

8月1日から
9月6日

9月5日から
9月30日

１次試験期日 受験資格等

26年4月1日現在
18歳以上27歳未満

26年4月1日現在
高卒以上21歳未満

26年4月1日現在
高卒以上21歳未満

試験会場

その他：防衛大学校学生(前期)及び防衛医科大学校学生（26年4月1日現在高卒以上21歳未満）
受付（9月5日から9月30日）

採用予定月の1日現在
18歳以上27歳未満

※任期満了時に特例退
　職手当があります。

ポリプテルス・デルヘジの赤ちゃん
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教
室
・
講
座

　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、
日
常
会
話
ま
で
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
日

　

６
月
３
日
か
ら
平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
　

（
祝
日
等
は
休
講
と
な
り
ま
す
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　
　

定
　

員
　

30
名
程
度

対
象
者
　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
を
し
て
い
る
人

　
　
　
　

＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講
　

師
　
　

国
際
交
流
員
他

受
付
期
間
　

５
月
７
日（
火
）〜
24
日(

金)

＊
電
話
可

中国語講座開講

(市)教育委員会　生涯学習課
☎(34)7311

問 申

教
室
・
講
座

　

平
成
25
年
度
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
硬
式
テ
ニ

ス
）を
開
催
し
ま
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
人
も
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
持
っ
て

い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま
ま
の
人
も
、
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、日
頃
の
運
動
不

足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
　
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

期
　

間
　
　

　

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）６
月
４
日（
火
）〜
７
月
４
日（
木
） 

計
10
回

毎
週
火
・
木
曜
日
　

＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

　

（
硬
式
テ
ニ
ス
）５
月
15
日（
水
）〜
６
月
17
日（
月
） 

計
10
回

毎
週
月
・
水
曜
日
　

＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園
内
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　

員
　

　

各
30
名（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、但
し
こ
れ
ま
で
参
加

　

し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
）

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

コ
ー
チ
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス：

中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

硬
式
テ
ニ
ス：

原
　

英
田
・
濱
田
忠
克

　

受
付
期
間

　

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）５
月
１
日（
水
）〜
28
日（
火
）９
時
〜
17
時

　

（
硬
式
テ
ニ
ス
）５
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）９
時
〜
17
時
申
込

方
法
　

電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

主
　

管
　
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

そ
の
他

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

初心者ナイターテニス教室

公財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071　

問

催
　

し

四万十川 花絵巻
花
菖
蒲
の
宴

約
40
品
種
１
万
株
の
花
菖
蒲
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

日
　

時
　

５
月
25
日（
土
）10
時
〜
15
時

　

※

小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

催
し
物

　

10
時
〜
　

ち
ら
し
寿
司
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、焼
き
そ
ば
の
販

　
　
　
　
　

売（
具
同
婦
人
会
）

　

11
時
〜
　

生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム「
レ
ベ
ル
５
」（
屋
外
）
　
　
　

参
加
料
１
組
5
0
0
円

数
人
の
チ
ー
ム
を
組
み
、５
段
階
に
区
分
さ
れ
た
生
物

を
レ
ベ
ル
１
か
ら
順
に
集
め
ま
す
。景
品
あ
り

　

13
時
〜
　

ト
ン
ボ
カ
ー
ド
さ
が
し（
屋
外
）無
料

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下
を
対
象
に
、公
園
内
に
隠
し
て
あ
る

　
　
　
　
　

カ
ー
ド
を
探
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

探
し
当
て
た
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
賞
品
と
交
換
し
ま
す
。

　

随
　

時
　

メ
ダ
カ
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
す
く
い（
屋
内
）入
館
料

　
　
　
　
　

メ
ダ
カ
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
金
魚
す
く
い
の

　
　
　
　
　

ポ
イ
で
す
く
い
ま
す
。

【
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
川
学
遊
館
　

☎（
3
7
）4
1
1
0

紫
陽
花
の
宴

日
　

時
　

６
月
１
日（
土
）10
時
〜
15
時
　

※

雨
天
決
行

場
　

所
　

安
並
水
車
の
里

催
し
物

　

10
時
〜
　

ち
ら
し
寿
司
、赤
飯
、惣
菜
、野
菜
の
販
売（
東
山
老
荘
会
）

　
　
　
　
　

焼
き
菓
子
、手
作
り
雑
貨
の
販
売
、く
じ
引
き
ゲ
ー

　
　
　
　
　

ム（
安
並
マ
マ
さ
ん
の
会
）

　
　
　
　
　

鮎
飯
、鰻
飯
、鰹
飯
な
ど
の
販
売（
か
わ
ら
っ
こ
）

　
　
　
　
　

野
点
先
着
1
0
0
人
分（
裏
千
家
淡
交
会
高
知
支

　
　
　
　
　

部
幡
多
分
会
）

　
　
　
　
　

手
作
り
水
車
の
実
演（
安
並
水
車
管
理
組
合
）

　

19
時
〜
21
時
　

紫
陽
花「
夢
灯
り
の
小
径
」（
灯
籠
に
よ
る
ラ

　
　
　
　
　
　
　

イ
ト
ア
ッ
プ
）

臨
時
駐
車
場
　

後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場

　
　
　
　
　
　

市
街
地
よ
り
後
川
橋
通
過
後
す
ぐ
左
折
、入
り

口
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

交
通
規
制
　
　

Ｒ
4
3
9
か
ら
会
場
へ
の
進
入
道
路（
市
道
）は

　
　
　
　
　
　

車
両
通
行
禁
止
予
定

　

※

規
制
時
間
10
時
〜
21
時（
地
元
の
農
作
業
用
車
両
踏
破
除

　
　

き
ま
す
。）

問 （社）四万十市観光協会　☎（35）4171　　《開花情報：四万十川花絵巻ＨＰhttp://www.city.shimanto.lg.jp/event/campaign.html 》

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

5月20日（月）13時～16時

5月15日（水）13時～15時

社会福祉センター

西土佐ふれあいホール6月1日（土）９時～12時

5月20日（月）13時～16時
6月1日（土）10時～12時、
　　　　　　13時～15時
6月1日（土）９時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
　《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

　《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

高知地方法務局四万十支局
☎（34）1600

高知地方法務局四万十支局
☎（34）1600
FAX（34）1601

特設人権相談所

社会福祉センター
田黒集会所

西土佐ふれあいホール

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料、秘密厳守）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題
（無料、事前予約制・1人30分以内）

弁護士資格のある
人権擁護委員による
人権相談所
※要事前予約（電話、FAX）

高知地方法務局
四万十支局
（右山五月町３番１２号　
　中村地方合同庁舎２階）
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四
万
十
市
で
国
際
交
流
員
と
し
て

一
年
間
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
一
年
で
私
の
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

　

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
は
、

空
気
の
綺
麗
な
こ
と
で
す
。
ど
こ
に

行
っ
て
も
ホ
コ
リ
な
ど
は
な
か
な
か

見
え
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
清
掃
活
動

を
行
う
し
、
犬
の
散
歩
を
す
る
人
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
い
て
、

き
ち
ん
と
糞
を
拾
っ
て
帰
る
の
を
何

度
も
見
か
け
ま
し
た
。ま
た
、空
気
が

こ
ん
な
に
綺
麗
な
の
に
マ
ス
ク
を
す

る
方
も
大
勢
い
ま
す
。
農
作
業
や
工

事
だ
け
で
な
く
、
車
を
運
転
す
る
時

に
も
白
い
手
袋
を
し
て
い
ま
す
。
日

本
人
は
本
当
に
綺
麗
好
き
だ
な
と
、

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

飲
み
会
な
ど
の
際
、
冬
で
も
冷
た

い
ビ
ー
ル
や
水
を
飲
む
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。
雪
の
降
る
日
で
も
短
い

ス
カ
ー
ト
で
い
る
中
高
生
や
、
保
育

園
で
は
素
足
で
遊
ぶ
子
供
も
よ
く
見

か
け
ま
す
。
中
国
人
に
は
ど
う
し
て

も
不
思
議
な「
寒
さ
に
強
い
」文
化
だ

な
ぁ
と
実
感
し
ま
す
。

　

一
番
感
動
し
た
の
は
、
人
々
の
礼

儀
正
し
さ
で
す
。朝
、頭
を
下
げ
な
が

ら
挨
拶
す
る
習
慣
は
、
人
に
暖
か
い

気
持
ち
を
持
た
せ
ま
す
。ま
た
、結
婚

し
て
新
し
い
家
族
と
暮
ら
す
よ
う
に

な
る
と
、
頻
繁
に
実
家
に
電
話
を
か
け

た
り
は
し
な
い
こ
と
は
、
相
手
に
な
る

べ
く
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
の

気
遣
い
ゆ
え
の
習
慣
の
よ
う
で
す
。

　

日
本
文
化
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い

う
文
化
な
の
か
、
一
言
二
言
で
言
い
表

す
の
は
難
し
い
で
す
。
日
本
と
い
う
国

は
、
切
り
口
を
変
え
る
と
違
う
姿
が
見

え
て
く
る
の
で
す
。ハ
イ
テ
ク
と
伝
統

文
化
の
融
合
や
、
和
洋
の
共
存
の
よ
う

な
、
模
倣
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
文
化

が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

今
こ
の
よ
う
な
日
本
の
姿
が
あ
る

の
も
、
高
知
出
身
の
偉
大
先
駆
で
あ
る

坂
本
龍
馬
・
幸
徳
秋
水
ら
の
活
躍
が
、

近
代
文
明
の
歩
み
を
速
め
た
お
陰
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
封
建
社
会

か
ら
民
主
制
度
に
変
わ
り
、
世
論
の
自

由
さ
に
よ
り
、
政
府
の
役
割
を
充
分
に

果
た
す
の
を
促
し
た
か
ら
こ
そ
、
国
民

が
の
ん
び
り
と
し
た
幸
せ
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
、
し

み
じ
み
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年

の
節
目
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
日
中
関

係
に
は
緊
迫
の
見
ら
れ
た
一
年
で
し

た
。
中
国
メ
デ
ィ
ア
で
は
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
の
悪
い
情
報
が
多
く
伝
え
ら

れ
ま
す
が
、
日
本
で
も
同
じ
で
す
。
一

時
期
に
は
抗
日
デ
モ
の
映
像
ば
か
り

繰
り
返
さ
れ
て
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
四
万
十
市

の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
よ
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
観
光
や
カ

ヌ
ー
体
験
、
海
釣
り
に
連
れ
て
い
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
朝
早
く
新
鮮
な
果
物

を
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

四
万
十
市
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
町

で
、
ま
る
で
桃
源
郷
の
よ
う
な
住
み
よ

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

や
は
り
地
域
の
住
民
の
方
々
と
深
い

友
情
の
絆
が
結
ば
れ
た
こ
と
が
、
　

こ

の
一
年
で
得
た
一
番
貴
い
も
の
で
す
。

こ
ん
な
に
温
か
い
皆
様
の
た
め
、
今
後

も
日
中
友
好
交
流
に
微
力
な
が
ら
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

県の国際交流員（左）と郷土資料館にて

一
年
間 

四
万
十
市
で
暮
ら
し
て

国
際
交
流
員
　

劉
長
生

第19回四万十川水泳マラソン大会
自然とふれあい四万十川の鮎と一緒に泳いでみませんか？

第19回四万十川水泳マラソン大会
自然とふれあい四万十川の鮎と一緒に泳いでみませんか？

第19回四万十川水泳マラソン大会
自然とふれあい四万十川の鮎と一緒に泳いでみませんか？

日
　

時
　
　

８
月
４
日（
日
）

場
　

所
　
　

四
万
十
川
赤
鉄
橋
元

コ
ー
ス
Ⅱ
種
　

3.5
㎞
コ
ー
ス
　

12
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

５
㎞
コ
ー
ス
　

15
歳
以
上
　

参
加
料
　
　
　

６
０
０
０
円 

　
　
　
　
　
　

（
弁
当
希
望
者
１
箇
6
0
0
円
）

申
込
期
限
　

６
月
６
日（
先
着
４
５
０
名
迄
）

　

＊
詳
し
く
は
四
万
十
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。メ
ル
マ
ガ
登
録

　
　

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sh
im
a
n
to
-ta
ik
y
o
.c
o
m
/

　
　

大
変
人
気
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、全
国

　
　

か
ら
参
加
が
有
り
ま
す
の
で
、参
加
さ
れ
る

　
　

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　

☎（
３
７
）４
５
７
２

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
７
）４
５
５
８

平
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5
平成25年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

5 （372冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

かんかん橋を渡ったら

五二屋傳蔵

自然と親しむはじめてキャンプ

大病院

つくもがみ、遊ぼうよ

トロツキー　上・下

はだかんぼうたち

みその料理帳

あさの　あつこ

山本　一力

JTBパブリッシング

ジュリー・サラモン

畠中　恵

ロバート・サーヴィス

江國　香織

瀬尾　幸子

えんそくおにぎり

くうこうで　はたらくくるま

トランプおじさんと家出してきたコブタ

なんだかへんなのね

ハサミの魔術師とホシノツカイ

ぼくは　たまごにいちゃん

森をつくる

ゆけ！ウチロボ！

宮野　聡子

こもり　まこと

たかどの　ほうこ

岡山　伸也

岡田　貴久子

あきやま　ただし

Ｃ.Ｗ　ニコル

よしなが　こうたく

★ 

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
す
る
よ
!! 

★

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
〝
こ
ど
も
の
読
書
週
間
〞
で
す
。
そ
の
関

連
行
事
第
２
弾
と
し
て『
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
』を
し
ま
す
。

　

お
な
じ
み
の
お
は
な
し
が
絵
本
で
は
な
く
、
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
び
だ
し
て
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
!!

と
き
　

５
月
12
日（
日
）
　

午
前
10：

30
〜
11：

00

と
こ
ろ
　

四
万
十
市
立
図
書
館
　

お
話
の
部
屋

演
じ
手
　

岡
　

郁
美
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
　

０
〜
３
歳
く
ら
い
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
　

申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。
途
中
か
ら
は
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
　

す
。時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
季
節
の
お
す
す
め
本
や
話
題
の
本
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開館時間　9：00～18：00

May５
月
３
日
（
金
）
憲
法
記
念
日

　
　

４
日
（
土)

み
ど
り
の
日

　
　

５
日
（
日
）
こ
ど
も
の
日

　
　

６
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

13
日
（
月
）
定
　

休
　

日 　
　

20
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

27
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

31
日
（
金
）
館
内
整
理
日

６
月
３
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

10
日
（
月
）
定
　

休
　

日

平成25年度四万十シルバー教室
仲間と楽しい時間を過ごしませんか？お気軽にご参加ください。一人3講座まで受講できます。
　◆対象者　　市内在住の60歳以上の方　◆開催期間　　平成25年6月～平成26年3月　（毎月2回開催）

講座名
ダ ン ス
家 庭 園 芸
水 彩 画
謡 曲
詩 吟
生 け 花
書 道
民 踊
楽しい踊り
編 み 物

講　師　名
岡村　眞弓
池田　嘉夫
野村　ナナミ
原田　勝美
山口　禮子
加用　幸子
柿葉　梢風
福田　清子
岡村　眞弓
溝渕　寿美

備考
靴が必要（レクダンス・フォークダンス等）
用具は各自が用意（実技の時のみ）
用具は各自が用意
稽古本が必要

花代実費が必要
用具は各自が用意
靴が必要
靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊等）
用具・材料は各自が用意

学習日
第１・３　月曜日　午前
第１・３　月曜日　午後
第２・４　月曜日　午後
第１・４　水曜日　午前
第１・３　水曜日　午後
第２・４　水曜日　午前
第２・４　水曜日　午後
第２・４　木曜日　午前
第１・３　金曜日　午前
第２・４　金曜日　午後

◆申込方法　申込用紙を公民館事務室へ提出。電話での申し込みもできます。
◆申込締切　5月20日（月）※土・日曜日は除く（締め切り厳守）
◆四万十シルバー教室開級式　　日時　6月3日（月）10時～12時　　場所　市立中央公民館　2階大ホール

【問い合わせ・申し込み先】　（市）教育委員会　生涯学習課　☎ (34)7311

＊時間　午前の部 9時30分～12時　　午後の部 13時30分～16時
＊月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。講座により金額は異なります。

日
時

　

５
月
29
日（
水
）９
時
30
分
か
ら

場
所

　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
　

　

（
四
万
十
市
古
津
賀
３
０
６
９－

４
）

　

☎（
３
４
）６
２
５
２

内
容
　

受
付
時
間
等

　

・ 

子
犬
を
譲
り
た
い
人
　
　
　
　
　
　

　
　

９
時
30
分
〜
10
時

　
・ 

子
犬
を
飼
い
た
い
人
　
　
　
　
　
　

　
　

10
時
〜
10
時
10
分

　

・ 

抽
選
・
譲
渡
犬
決
定
　
　
　
　
　
　

　
　

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

　

・ 

愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会
　
　
　
　

　
　

10
時
20
分
〜
11
時

　

・ 

子
犬
の
譲
り
渡
し
　
　
　
　
　
　
　

　
　

11
時
〜

子
犬
を
譲
り
た
い
人
は…

　

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、原
則
と
し
て
生
後

２
〜
３
ヵ
月
の
健
康
な
子
犬（
離
乳
済

み
）で
す
。

　

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

子
犬
を
飼
い
た
い
人
は…

　

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や

リ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り

ま
す
の
で
、代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

・
１
家
族
１
頭
の
譲
渡
を
原
則
と
し
、

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

問（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　

衛
生
環
境
課

　

☎（
３
４
）５
１
１
９

平
成
25
年
度

第
１
回
子
犬
の
譲
渡
会

平
成
25
年
度

第
１
回
子
犬
の
譲
渡
会

平
成
25
年
度

第
１
回
子
犬
の
譲
渡
会

平
成
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年
5
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四万十市営食肉センター
作業員（嘱託員）

昭和39年4月2日以降に生まれた人で、試験日までに１年以上と畜場
で、と殺・解体作業に従事した経験を有する人

日　時　6月9日（日）　午前8時30分集合（時間厳守）
会　場　四万十市役所本庁（四万十市中村大橋通４丁目10番地）

5月22日（水）まで（土・日・祝祭日除く。郵送は5月22日（水）までの消印があるもの。）

※郵送による請求は、封筒の表に「受験申込書請求」と「受験希望職種」を朱書し、宛先を明記した返信用封筒（A４サイズの
　角２封筒に120円切手添付のこと）を同封して総務課人事係まで請求してください。

（市）総務課 人事係（本庁３階）
〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地
☎（34）1803または（34）1111（内線2322、2323）
※Eメールでのお問い合わせについてはお答えできませんのでご注意ください。

①市役所本庁１階総合案内（土・日・祝祭日は、庁舎北側守衛室）
②西土佐総合支所地域企画課（土・日・祝祭日は、宿直室）
③市公式ホームページからもダウンロード可能

職　　　種

　受験申込書・試験案内の配布

問い合わせ・申込先

昭和44年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人看護師 ３名程度

３名程度

市職員採用資格試験案内（平成25年8月1日採用予定）

市民のひろば市民のひろば

植野修平 & マーリー チーム

　

来
る
５
月
25
日(

土) 

26
日(

日)

に
、四
万
十
市
の
赤
鉄

橋
下
特
設
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ
た
デ
ィ

ス
ク
ド
ッ
グ
競
技
会
「
四
万
十
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
カ
ッ

プ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
競
技
会
は
10
月
に
米
国
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選

手
権
の
西
日
本
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、上
位
５
チ
ー
ム
が

出
場
資
格
を
得
ま
す
。こ
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
、日

本
各
地
か
ら
、
優
れ
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
チ
ー
ム
が
40

チ
ー
ム
以
上
集
ま
り
、手
に
汗
握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

す
。既
に
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

チ
ー
ム
が
、何
チ
ー
ム
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

四
万
十
市
で
こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
今
年
で
５
回
目
。四
国
の
チ
ー
ム
も
年
々
力
を
つ
け
、

上
位
を
ね
ら
え
る
チ
ー
ム
が
増
え
て
き
た
と
共
に
、観
戦

に
来
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
す
ま

す
地
元
四
万
十
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
大
会
と
し
て
い

き
た
い
と
、
今
年
か
ら
大
会
名
も
「
四
万
十
デ
ィ
ス
ク

ド
ッ
グ
カ
ッ
プ
」と
改
名
し
ま
し
た
。自
然
あ
ふ
れ
る
四

万
十
川
の
河
川
敷
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、犬
と
人
と
の
華

麗
な
プ
レ
ー
を
、ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
観
覧
は
無
料
で
す
。

（
投
稿
者

：

山
崎
幸
）

四
万
十
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
カ
ッ
プ

日
　
　
　

時

：

6
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

 

　

13
時
30
分
〜
16
時
00
分

場
　
　
　

所

：
市
立
中
央
公
民
館

    

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル
　

チ
ケ
ッ
ト
料

：

前
売
り
　

５
０
０
円

　
　
　
　

 

　

 

当
　

日
　

８
０
０
円

託
児（
２
歳
以
上
）：

要
予
約
　

２
０
０
円

主
　
　
　

催

：

野
呂
美
加
さ
ん
お
話
し
会
・

　
　
　
　
　

  

幡
多
実
行
委
員
会

後
　
　
　

援

：

四
万
十
市
教
育
委
員
会
、黒
潮

　
　
　
　
　

  
町
教
育
委
員
会
ほ
か

　

こ
の
講
演
で
の
収
益
は「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
へ
の
か
け
は
し
」へ
の

寄
付
を
通
じ
て
す
べ
て

福
島
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
資
金
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
村
く
ら
し
を
見
直
す
会

　

☎（
3
5
）3
8
8
9

〜
知
り
た
く
な
い
？
で
も…

知

り
た
い
、
実
は
身
近
な
内
部
被

ば
く
〜

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
へ
の

か
け
は
し
　

野
呂
美
加
さ

ん
お
話
し
会
」

〜
子
ど
も
・
食
べ
も
の
・
未
来
〜

平
成
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く97

　

わ
ず
か
半
世
紀
余
り
も
前
の
こ
と
、

敗
戦
に
よ
っ
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
外
国
の
こ
と
が
、
少
し
ず
つ
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
子
ど
も
の
数
が
多
す
ぎ

る
と
い
う
の
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

苦
し
さ
の
原
因
は
子
ど
も
で
し
た
。

　

生
め
よ
増
や
せ
よ
と
は
、
戦
争
を

す
る
為
に
若
者
が
ほ
し
か
っ
た
か
ら

で
、
子
ど
も
さ
え
少
な
け
れ
ば
こ
ん

な
に
苦
労
を
す
る
こ
と
も
、
貧
乏
す

る
こ
と
も
な
い
。
痛
い
思
い
を
し
て

ま
で
子
ど
も
を
生
む
必
要
も
な
い
。

豊
か
な
先
進
国
に
な
る
た
め
に
は
子

ど
も
を
減
ら
そ
う
で
は
な
い
か
。

　

産
児
制
限
が
、
制
限
無
し
に
宣
伝

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
の

こ
と
は
な
い
、
戦
時
中
の
逆
の
こ
と

を
す
れ
ば
、
独
り
で
に
豊
か
に
な
っ

て
行
く
は
ず
で
し
た
。

　

貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、

先
立
つ
も
の
は
カ
ネ
、
子
ど
も
は
い

ず
れ
ま
た
、ゆ
っ
く
り
と
、ほ
し
け
れ

ば
作
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
い
つ
の
間
に

か
周
囲
に
子
ど
も
の
姿
が
見
え
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、ゼ
ニ
・
カ
ネ
心
配
無
し
に

育
て
た
子
ど
も
は
、
申
し
合
わ
せ
た

よ
う
に
、
か
わ
い
く
、
美
し
く
、
ど
こ

の
家
の
子
と
比
べ
て
も
う
ち
の
子
が

い
ち
ば
ん
で
し
た
。親
は
、全
員
が
親

ば
か
に
な
り
、
わ
が
子
の
た
め
な
ら

と
心
を
砕
き
ま
し
た
。

　

親
た
ち
は
い
つ
か
、
子
ど
も
も
同

じ
く
ら
い
親
を
思
っ
て
い
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
込
み
ま
し
た
。

　

「
親
の
心
子
知
ら
ず
」と
は
、よ
そ

の
家
の
た
め
に
あ
る
こ
と
わ
ざ
で
、

う
ち
の
子
に
限
っ
て
そ
ん
な
こ
と

は
絶
対
な
い
と
信
じ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
ん
な
育
て
ら
れ
方

は
、子
ど
も
に
は
負
担
で
し
た
。

〈
う
る
さ
い
、放
っ
ち
ょ
い
て
く
れ
〉

と
、
バ
チ
あ
た
り
な
こ
と
を
平
気
で

言
う
子
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、親
は
あ
り
が
た
い
も

の
だ
と
思
う
心
は
、子
に
は
親
の
半

分
も
な
い
こ
と
が
普
通
な
の
で
す
。

「
子
孝
行
」の
言
葉
が
な
い
の
は
、親

は
子
に
対
し
て
は
、ブ
レ
ー
キ
が
き

か
な
い
た
め
で
、「
か
わ
い
い
子
に

は
旅
を
さ
せ
よ
」
な
ど
と
、
手
放
す

こ
と
の
方
を
奨
め
て
い
る
く
ら
い

な
の
で
す
。「
子
孫
に
美
田
を
残
さ

ず
」
の
言
葉
も
、
カ
ネ
が
出
来
た
ら
、

じ
っ
と
し
て
い
て
も
楽
に
暮
ら
せ

る
の
だ
、と
考
え
て
い
る
親
た
ち
へ

の
警
告
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

先
祖
た
ち
が
汗
水
流
し
て
山
野

を
美
田
に
し
た
よ
う
に
、こ
れ
か
ら

の
国
を
美
田
に
仕
上
げ
る
子
ど
も

た
ち
が
、小
さ
な
学
校
が
満
た
さ
れ

る
く
ら
い
の
数
は
何
と
か
い
て
く

れ
な
い
も
の
か
と
、四
月
は
ま
た
も

子
育
て
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ

い
て
は
、
親
族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

広聴ファックス ０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するために、市民の皆さん
一人ひとりが持っている市政に対する意見、提言や
要望、苦情などをお聴かせください。　

広聴メール
四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /



溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

土
日
月
金
土
日
月
土
日
土
日
土
日
土
日

4月27日
28日
29日

5月 3日
4日
5日
6日
11日
12日
18日
19日
25日
26日

6月 1日
2日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

人（
人（
人（
戸（

 ー226
ー109
ー117
ー 63

）
）
）
）

35,665
16,858
18,807
16,381

人
人
人
人

203
407
17
39

3
水道の使用を開始・中止するときは…

引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

さたけ小児科
大野内科
山下整形外科
竹本病院
市民病院
木俵病院
吉井病院
市民病院
中村病院
市民病院
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月
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28
29
3
4
5
6
12
19
26
2

☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

■
発
行
/四
万
十
市
　
■
編
集
/企
画
広
報
課

〒
7
8
7
-8
5
0
1
　
　
　
  　

高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
1
0
番
地

T
E
L
.3
4
-1
1
1
1（
代
表
）
　
広
聴
F
A
X
.0
1
2
0
-4
5
9
7
8
7

U
R
L
 h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/

E
-m
a
il k
o
u
h
o
u
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

5
N
o.9
7

2
0
1
3

３４)３７３４
３４)４８５５
３２)１０９５
３５)４３２３
３４)３６２１
３４)２３２４
３５)５９９６
３３)０６６０
３５)３４５８
３７)３３８３
３６)２５５４
３７)５１５１
３５)４８７９
３３)０６５３
３４)６０３１

「広報四万十」６月号は５月２９日（水）発送予定です「広報四万十」６月号は５月２９日（水）発送予定です「広報四万十」６月号は５月２９日（水）発送予定です

広報

広報

5月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査
京町、於東町、新町、天神橋、

愛宕町、小姓町

労働力調査 三ツ又、楠島

商業動態統計調査 古津賀、東下町、井沢、国見

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

四万十川恋のぼり
～君に逢えてよかった～
四万十川恋のぼり

～君に逢えてよかった～
　皆さんのご厚意でいただいたこいのぼりは、四万十市田

出ノ川のかわらっこ前の四万十川で元気に泳いでいます。

　今年は、「遅咲きのヒマワリ～ボクの人生、リニューアル

～」のシーンを再現して、タンデムカヤックに乗ってこい

のぼりをくぐったカップルは主人公のように恋が実りま

すようにという思いを込めて「四万十川恋のぼり」として

います。

　四万十川は風が強くこいのぼりが飛ばされることもあ

り、常時こいのぼりを泳がすことはできませんので、事前

に確認をお願いします。

　また、恋のぼり実現のためにもっと泳がせたいと思いま

すので、ご家庭でいらなくなったこいのぼりがありました

らご寄付をお願いします。

【問い合わせ先】

　四万十カヌーとキャンプの里かわらっこ

　☎（31）8400

■
早
い
も
の
で
広

報
担
当
と
し
て
３

年
半
。
ま
た
１
年
間

お
世
話
に
な
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
四
万
十
を
今

後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
安
仁
）

■
４
月
か
ら
広
報

担
当
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
や
場
所
を

取
材
し
て
四
万
十

市
の
魅
力
を
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

気
分
新
た
に
頑

張
り
ま
す
。（

正
大
）
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